
1



2



3



4



5



6



7



1



2



3



1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



（１）都道府県内における位置関係の図面（１）都道府県内における位置関係の図面



（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかるものがわかるもの（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわ、 時間から 機機交通交通交交交
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○国立大学法人長岡技術科学大学学則（案）

平成16年４月１日 

学則第１号 

目次 

第１章 総則 

第１節 目的（第１条） 

第２節 組織（第２条～第８条） 

第３節 職員等（第９条・第９条の２） 

第４節 運営組織（第10条） 

第５節 学年、学期及び休業日（第11条～第13条） 

第２章 学部 

第１節 修業年限等（第14条・第15条） 

第２節 入学（第16条～第25条） 

第３節 休学及び退学等（第26条～第31条） 

第４節 教育課程及び履修方法等（第32条～第45条） 

第５節 卒業及び学位等（第46条～第48条） 

第３章 大学院 

第１節 修業年限等（第49条～第50条の２） 

第２節 入学（第51条～第57条） 

第３節 休学及び退学等（第58条～第61条） 

第４節 教育課程及び履修方法等（第62条～第68条） 

第５節 課程の修了及び学位等（第69条～第71条） 

第４章 通則 

第１節 賞罰（第72条・第73条） 

第２節 学生宿舎等（第74条） 

第３節 検定料その他の費用（第75条・第76条） 

第４節 研究生、聴講生、科目等履修生、外国人留学生等（第77条～第83条） 

第５節 公開講座（第84条） 

附則 

第１章 総則 

第１節 目的 

（目的） 

第１条 本学は、学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づき、実践的、創造的な能力を

備えた指導的技術者を育成するとともに、実践的な技術の開発に主眼を置いた研究を推

進することを目的とする。 

第２節 組織 

（学部） 

第２条 本学に、工学部を置く。 

（課程及び目的） 

第２条の２ 工学部に置く課程及びその目的は、次のとおりとする。 

（１）学則案の全文
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課程名 目的 

機械創造工学

課程 

機械工学を構成する諸分野（情報・制御、設計・生産、人間環境、

材料等）に関する専門知識及び実践的技術感覚を身に付けた技術者の

育成 

電気電子情報

工学課程 

電気工学、電子工学、情報通信工学の基本的な専門知識を備え、こ

れらの学際領域及び関連分野の諸課題に対応し、社会に貢献する実践

的能力を備えた人材の育成 

物質材料工学

課程 

基礎的な専門知識及び実践技術感覚をベースに新材料並びに新プロ

セスの開発に資する能力のある創造的な人材の育成 

環境社会基盤

工学課程 

環境と調和した健全な社会基盤施設を、適切に計画・建設・維持す

るための総合的視野を有し、グローバルな視点から、サスティナブル

な社会への貢献、巨大災害への対応ができる実践的・創造的能力を備

えた人材の育成 

生物機能工学

課程 

系統的な講義科目の履修や実験と演習に重点を置いた教育の下で、

生物の機能をエネルギー、情報、物質の観点から理解し、生物が持つ

多様な機能を、直接、更に拡張して工学的に応用できる能力を備えた

人材の育成 

情報・経営シ

ステム工学課

程 

企業や自治体などの経営組織体に対する社会のニーズが的確に把握

でき、経営システムとそれを支える情報システムを新たに創出・提

案・実践できる基礎的な能力を備えた人材の育成 

（課程の定員） 

第２条の３ 前条に規定する課程の定員は、次のとおりとする。 

課程 第１学年の入学

定員 

第３学年の入学

定員 

収容定員 

人 人 人 

機械創造工学課程 17 79 226 

電気電子情報工学課程 17 79 226 

物質材料工学課程 12 38 124 

環境社会基盤工学課程 13 47 146 

生物機能工学課程 10 40 120 

情報・経営システム工学課

程 

11 27 98 

計 80 310 940 

（大学院、研究科及び課程） 

第３条 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院に工学研究科を置き、工学研究科は博士課程とする。 

３ 博士課程は、前期及び後期の区分を設けないもの（以下「５年一貫制博士課程」とい

う。）、前期及び後期の課程に区分するもの（以下「区分制博士課程」という。）とす

る。 

４ 前項の区分制博士課程は前期２年の課程（以下「修士課程」という。）及び後期３年
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の課程（以下「博士後期課程」という。）の区分とする。 

（課程等及び目的） 

第４条 ５年一貫制博士課程は、博士の学位取得を目指す学生が途切れることなく効率

的・効果的に研究開発等に取り組むことにより、イノベーション創出及び産業界のリー

ダーとしてグローバルに活躍できる能力を備えるとともに、高度の研究能力及びその基

礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

２ 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力又は高

度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

３ 博士後期課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はそ

の他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊か

な学識を養うことを目的とする。 

４ 前３項の課程に置く専攻及びその目的は、次のとおりとする。 

５年一貫制博士課程 

専攻名 目的 

技術科学イノベー

ション専攻 

海外拠点大学を中心としたグローバル産学官ネットワーク（グ

ローバル融合キャンパス）を土台とした技術科学（技学）教育に

より、世界で活躍でき、イノベーションを起こせる能力を持ち、

日本及び世界の産業を牽引する特に優れたリーダーの育成 

修士課程 

専攻名 目的 

機械創造工学専攻 専門知識及び実践的技術感覚をベースに、機械工学を構成する

諸分野（情報・制御、設計・生産、人間環境、材料等）における

社会的要請に対応できる創造的能力と国際感覚を備えた指導的技

術者の育成 

電気電子情報工学

専攻 

電気工学、電子工学、情報通信工学とそれらの学際領域に対応

させた高度な教育・研究指導を行い、社会に貢献できる実践的・

指導的能力を備えた人材の育成 

物質材料工学専攻 専門知識及び実践的技術感覚をベースに新しい材料並びに新し

いプロセスの開発を行う能力のある創造的な指導的人材の育成 

環境社会基盤工学

専攻 

環境と調和した健全な社会基盤施設を、適切に計画・建設・維

持するための総合的視野を有し、グローバルな視点から、サステ

ィナブルな社会への貢献、巨大災害への対応ができる実践的・創

造的能力を備えた指導的人材の育成 

生物機能工学専攻 精緻な生物の機能をミクロからマクロなレベルまで幅広く連関

させ、工学的応用を目指す生物機能工学分野において活躍できる

実践的・創造的能力を備えた指導的人材の育成 

情報・経営システ

ム工学専攻 

企業や自治体などの経営組織体に対する社会のニーズが的確に

把握でき、経営システムとそれを支える情報システムを新たに創

出・提案・実践できる能力を備えた指導的人材の育成 

原子力システム安 基盤工学の専門知識の上に、原子力工学及びシステム安全の専
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全工学専攻 門知識を身につけた原子力の安全確保のできる実践的・指導的人

材の育成 

システム安全工学

専攻 

システム安全の最先端の知識と高い倫理観を持ち、安全の諸課

題や新しい技術に対応できる精深な学識、論理的思考力および想

像力、つまり研究能力を有し、これに加えて、安全の諸課題を解

決できる卓越した能力、つまり実務能力を有する人材の育成 

博士後期課程 

専攻名 目的 

情報・制御工学専

攻 

情報通信・処理、知識情報、計測・制御及び人間工学に関する

分野の進歩・発展に貢献できる実践的な研究能力・技術開発能力

とその基盤となる豊かな学識をもった技術者・研究者の育成 

材料工学専攻 多様な新素材や構造材料の解析・設計・製造、高付加価値材料

の創出と複合化及び材料の評価に関する分野の進歩・発展に貢献

できる学術的あるいは実践的研究能力・技術開発能力とその基盤

となる豊かな学識をもった技術者・研究者の育成 

エネルギー・環境

工学専攻 

エネルギー開発から省エネルギーに及ぶエネルギーシステム、

その根幹をなす機器装置の高性能化を図るエネルギー材料及び風

土に適合した環境システムに関する分野の進歩・発展に貢献でき

る実践的な研究能力・技術開発能力とその基盤となる豊かな学識

をもった技術者・研究者の育成 

生物統合工学専攻 幅広いバイオテクノロジーの展開に応じた新規生体高機能分子

の設計と創造、安全で安心な環境のための持続技術の開発、高次

生体機能の解明及び医療・福祉技術向上など生命科学と化学・情

報・環境科学を統合した分野の進歩・発展に貢献できる実践的な

研究能力・技術開発能力とその基盤となる豊かな学識をもった技

術者・研究者の育成 

（専攻の定員） 

第５条 前条に規定する専攻の定員は、次のとおりとする。 

工学研究科 

５年一貫制博士課程 修士課程 博士後期課程 

専攻名 入学

定員 

収容

定員 

専攻名 入学

定員 

収容

定員 

専攻名 入

学

定

員 

収容

定員 

人 人 人 人 人 人 

技術科学イ

ノベーショ

ン専攻 

15 75 機械創造工

学専攻 

96 192 情報・制御

工学専攻 

７ 21 

電気電子情

報工学専攻 

96 192 材料工学専

攻 

６ 18 
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物質材料工

学専攻 

50 100 エネルギ

ー・環境工

学専攻 

７ 21 

環境社会基

盤工学専攻 

60 120 生物統合工

学専攻 

５ 15 

生物機能工

学専攻 

47 94 

情報・経営

システム工

学専攻 

35 70 

原子力シス

テム安全工

学専攻 

システム安

全工学専攻 

20 

15 

40 

30 

計 15 75 計 

419 838 

計 25 75 

（学内共同教育研究施設） 

第６条 本学に、次の学内共同教育研究施設を置く。 

名称 目的 

教育方法開発セ

ンター 

学部及び大学院における教育方法改善に係る調査・研究、企画及

び実践等を通じ技術者教育の総合的な推進を図ること。 

共通教育センタ

ー 

学生に対する教養教育を統括するとともに、語学及び専門基礎教

育を含む共通教育全般の企画、改善並びに推進を図ること。 

語学センター 学生に対し外国語教育と専門分野に係る語学指導を行い、かつ、

職員の研究並びに語学研修に資すること。 

体育・保健セン

ター 

学部前期の学生に対する保健体育の授業を実施するとともに、学

生の体育活動及びサークル活動について組織的な指導を行い、併せ

て学生、職員の健康管理に関する専門的業務を行い、実践的な技術

開発の研究に医学的立場から協力すること。 

分析計測センタ

ー 

大型分析計測機器を適切に管理し、研究及び教育の用に供すると

ともに、分析計測方法及び機器の改善、開発を行うこと。 

技術開発センタ

ー 

企業等との共同研究の推進及び技術教育のための教育方法の開

発・研究を行うとともに、学生の総合的な実習の場として資するこ

と。 

工作センター 特殊工作機械類を適切に集中管理し、研究及び教育の用に供する

とともに、学内の教育研究に必要な実験機器、測定装置等の開発、

製作を行うこと。 

極限エネルギー

密度工学研究セ

極限エネルギー密度発生・解析・応用装置等を適切に管理し、研

究及び教育の用に供するとともに、電磁エネルギービーム工学及び
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ンター 高出力レーザー開発・応用工学の研究・開発並びに機器の改善・開

発を行うこと。 

国際連携センタ

ー 

本学における海外の学術機関との交流の促進並びに外国人留学生

の教育指導及び学生の国際交流推進等を行い、もって、本学の教育

研究の国際的な連携の推進に貢献すること。 

eラーニング研

究実践センター 

高等教育IT活用推進事業の推進を図り、情報通信技術などの先端

技術を活用した新しい教育システム・教育方法の開発、遠隔授業シ

ステム・コンテンツの研究開発を行うとともに、その成果を遠隔授

業の実践に適用することにより、教育・研究の高度化、多様化に資

すること。 

情報処理センタ

ー 

電子計算機を適切に管理運営し、教育研究及び附属図書館におけ

る情報処理の用に供するとともに、キャンパス情報ネットワークを

適切に管理運用し、教育研究及び事務に関する情報処理の円滑化並

びに情報通信の促進を図ること。 

ラジオアイソト

ープセンター 

センターの実験施設・設備を適切に管理運営し、関連教育研究の

用に供するとともに、放射線障害防止に関する業務を行うこと。 

音響振動工学セ

ンター 

音響振動工学に関する教育研究の用に供すること。 

理学センター 本学における理学に関する教育研究の進展を図ること。 

マルチメディア

システムセンタ

ー 

高等教育IT活用推進事業及びスペース・コラボレーション・シス

テム事業の推進を図ることにより、マルチメディア対応の教育研究

の発展に資すること。 

高性能マグネシ

ウム工学研究セ

ンター 

次世代産業基盤材料としての軽負荷・高性能マグネシウムに関す

る研究・開発を行うとともに、これに関する教育を行うこと。 

アジア・グリー

ンテック開発セ

ンター 

新産業創生の基盤技術の開発と、アジア地域で活躍できる先端的

アカデミア研究者及び先導的技術者を養成すること。 

安全安心社会研

究センター 

製品及び施設で発生する事故並びに各種安全問題に関する論評・

分析並びに安全安心社会構築のための政策提言及び調査研究を行う

ことを通して、安全安心社会の構築に寄与すること。 

メタン高度利用

技術研究センタ

ー 

従来にない高度なメタン利用技術を分野横断的に発展させ、新た

な地域産業を起こすとともに、先端的研究者及び先導的技術者の養

成を通して、低炭素社会の実現を目指すこと。 

技学イノベーシ

ョン推進センタ

ー 

イノベーション創出を目指す産学官融合研究を通した教育を推進す

ること。 

数理・データサ

イエンス教育研

究センター 

実践的な数理・データサイエンス教育の全学的展開とeラーニングに

よる全国の高等専門学校等への展開を推進すること。 
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２ 学内共同教育研究施設に関し必要な事項は、別に定める。 

（附属図書館） 

第７条 本学に、附属図書館を置く。 

２ 附属図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

（事務局） 

第８条 本学に、事務局を置く。 

２ 事務局の組織に関し必要な事項は、別に定める。 

第３節 職員等 

（職員の種類及び職務） 

第９条 本学に、学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及び技術職

員を置く。 

２ 前項のほか、本学に必要な職員を置くことができる。 

３ 学長は、校務をつかさどり、職員を統督する。 

４ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

５ 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び

実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

６ 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実

績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

７ 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

８ 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者で

あって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

９ 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

（学部長及び研究科長） 

第９条の２ 工学部に工学部長を置く。 

２ 工学研究科に研究科長を置く。 

３ 工学部長及び研究科長は、当該学部又は研究科に関する校務をつかさどる。 

第４節 運営組織 

（教授会） 

第10条 本学に、教授会を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

第５節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第11条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第12条 学年を次の３学期に分ける。 

第１学期 ４月１日から８月31日まで 

第２学期 ９月１日から12月31日まで 

第３学期 １月１日から３月31日まで 

（休業日） 

第13条 工学部及び工学研究科の休業日は、次のとおりとする。ただし、第１号から第３
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号については、システム安全工学専攻を除く。 

一 日曜日及び土曜日 

二 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める休日 

三 本学の開学記念日 10月１日 

四 春期休業 ３月26日から４月４日まで 

五 夏期休業 ７月24日から８月31日まで 

六 冬期休業 12月25日から翌年１月７日まで 

２ 学長は、必要がある場合は前２項の休業日を臨時に変更し、又は臨時に休業日を定め

ることができる。 

第２章 学部 

第１節 修業年限等 

（修業年限等） 

第14条 学部の修業年限は、４年とする。 

２ 第３学年に入学した者の在学すべき年数は、２年とする。 

３ 第80条に規定する科目等履修生（大学の学生以外の者に限る。）として一定の単位

（第17条又は第18条の規定により入学資格を有した後、修得したものに限る。）を修得

した者が本学に入学する場合において、当該単位の修得により本学の教育課程の一部を

履修したと認められるときは、別に定めるところにより、修得した単位数その他の事項

を勘案して２年を超えない期間を前２項の修業年限に通算することができる。ただし、

第３学年の入学者にあっては、１年を超えないものとする。 

（在学年限） 

第15条 第１学年の入学者にあっては８年を、第３学年の入学者にあっては、４年を超え

て在学することができない。 

第２節 入学 

（入学の時期） 

第16条 入学の時期は、学年の始め又は第２学期の始めとする。 

（第１学年の入学資格） 

第17条 本学の第１学年に入学することのできる者は、次の各号の一に該当するものとす

る。 

一 高等学校を卒業した者 

二 中等教育学校を卒業した者 

三 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

四 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 

五 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

六 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が

定める日以後に修了した者 
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七 文部科学大臣の指定した者 

八 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格

検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含

む。） 

九 個別の入学資格審査により、学長が高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、18歳に達したもの 

（第３学年の入学資格） 

第18条 本学の第３学年に入学することのできる者は、次の各号の一に該当するものとす

る。 

一 高等専門学校を卒業した者 

二 短期大学を卒業した者 

三 外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外

国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指

定するものの当該課程を我が国において修了した者で前条に規定するもの 

四 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定め

る基準を満たすものに限る。）を修了した者で前条に規定するもの 

五 高等学校、中等教育学校の後期課程又は特別支援学校の専攻科の課程（修業年限が

２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。）を修

了した者で前条に規定するもの 

六 前５号と同等以上の者 

（入学の出願） 

第19条 本学に入学を志願する者は、入学願書に所定の検定料及び別に定める書類を添え

て願い出なければならない。 

（入学者の選考） 

第20条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより教授会の意見を聴いて、

学長が選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第21条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに所定の書

類を提出するとともに、所定の入学料を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者（入学料の免除又は徴収猶予の申請を受理した

者を含む。）に入学を許可する。 

（再入学） 

第22条 第30条の規定により退学を許可された者で、同一課程に再入学を志願する者があ

るときは、学年の始め又は第２学期の始めに、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次

に入学を許可することがある。 

（転入学） 

第23条 他の大学に在学する者で、本学に転入学を志願する者があるときは、学年の始め

又は第２学期の始めに、欠員のある場合に教授会の意見を聴いて、学長が相当年次に入

学を許可することがある。 
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（転課程） 

第24条 本学の学生で、転課程を志願する者があるときは、学年の始め又は第２学期の始

めに、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次に転課程を許可することがある。 

（再入学、転入学等の場合の取扱い） 

第25条 前３条の規定により入学等を許可された者の在学すべき年数及び既修得単位の取

扱いについては、教授会の意見を聴いて学長が定める。 

第３節 休学及び退学等 

（休学） 

第26条 疾病、ボランティア活動その他特別の理由により２月以上修学することができな

い者は、学長の許可を得て休学することができる。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者には、学長は休学を命ずること

ができる。 

（休学期間） 

第27条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度と

して休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。ただし、ボランティア活動その

他の別に定める理由により許可された場合はこの限りでない。 

３ 休学期間は、在学年限の期間には算入しない。 

（復学） 

第28条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができ

る。 

（留学） 

第29条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、教授会の意見を聴い

て、学長が留学を許可することがある。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第46条に定める在学期間に含めることができる。 

（退学） 

第30条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第31条 次の各号の一に該当する者は、教授会の意見を聴いて、学長が除籍する。 

一 第15条に定める在学年限を超えた者 

二 第27条に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

三 長期にわたり行方不明の者 

四 入学料の免除を申請した者のうち、免除が不許可となった者又は半額免除が許可に

なった者であって、所定の期日までに入学料を納付しない者 

五 入学料の徴収猶予を申請した者であって、所定の期日までに入学料を納付しない者 

六 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

第４節 教育課程及び履修方法等 

（教育課程の編成方針） 

第32条 教育課程は、学部の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設して、

体系的に編成するものとする。 
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２ 教育課程の編成に当たっては、学部の専攻に係る専門の学芸を教授するとともに、幅

広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮する

ものとする。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第33条 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。 

（教育課程の編成方法） 

第34条 教育課程は、各授業科目を必修科目及び選択科目に分け、これを各学年に配当し

て編成するものとする。 

（授業科目） 

第35条 授業科目の区分は、教養科目、外国語科目、専門基礎科目及び専門科目とする。 

２ 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）により、教員の免許を得ようとする学生の

ため、教職に関する科目を置く。 

３ 授業科目及びその単位数等は、別に定める。 

（授業の方法） 

第36条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより、又はこれらの

併用により行うものとする。 

２ 文部科学大臣が定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用し

て、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様な

メディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても、同様とする。 

４ 文部科学大臣が定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外

の場所で行うことができる。 

（単位の計算方法） 

第37条 各授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

一 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で別に定める時間の授業を

もって１単位とする。 

二 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、この学修の成果を評価

して単位を授与することが適切と認められる場合には、これに必要な学修等を考慮し

て、単位数を定めることができる。 

（各授業科目の授業期間） 

第38条 各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、

教育上必要があり、かつ、十分な教育効果をあげることができると認められる場合は、

この限りでない。 

（実務訓練） 
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第39条 社会との密接な接触を通じて、指導的な技術者として必要な人間性の陶冶を図る

とともに、実践的な技術感覚を体得させることを目的として、実務訓練を履修させるも

のとする。 

２ 前項の実務訓練は、国若しくは地方公共団体の機関又は法人との協議に基づいて、当

該機関又は法人において行うものとする。 

３ 実務訓練の実施に関し必要な事項は、別に定める。 

（単位の授与） 

第40条 授業科目を履修し、その試験に合格した学生には、所定の単位を与える。ただ

し、第37条第２項に規定する授業科目については、適切な方法により学修の成果を評価

して単位を与えることができる。 

（履修科目の登録の上限） 

第41条 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として修得

すべき単位数について、１年間又は１学期に履修科目として登録することができる単位

数の上限を定めるものとする。 

２ 所定の単位を優れた成績をもって修得した学生は、別に定めるところにより、前項に

定める上限を超えて履修科目を登録することができる。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第42条 教育上有益と認める場合は、他の大学又は短期大学（以下「他大学等」とい

う。）との協議に基づき、学生が当該他大学等において履修した授業科目について修得

した単位を、教授会の意見を聴いて学長が適当と認めたときに、60単位を超えない範囲

で、本学における授業科目履修により修得したものとみなすことができる。ただし、第

３学年の入学者にあっては、30単位を超えないものとする。 

２ 前項の規定は、第29条の規定により留学する場合、外国の大学又は短期大学が行う通

信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の

教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設

であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国

において履修する場合について準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第43条 教育上有益と認める場合は、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科にお

ける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、教授会の意見を聴いて学長が適当と

認めたときに、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において

修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。ただし、第３学

年の入学者にあっては、30単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第44条 教育上有益と認める場合は、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国

の大学又は短期大学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（科目

等履修生として修得した単位を含む。）を、教授会の意見を聴いて学長が適当と認めた

ときに、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみなす

ことができる。 
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２ 教育上有益と認める場合は、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する

学修を、教授会の意見を聴いて学長が適当と認めたときに、本学における授業科目の履

修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、第３学年入

学、転入学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第42条

第１項及び第２項並びに前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と

合わせて60単位を超えないものとする。 

（成績の評価） 

第45条 授業科目の試験の成績は、S・A・B・C及びDの５種類の評語をもって表し、S・

A・B及びCを合格とし、Dを不合格とする。ただし、必要と認める場合は、S・A・B・Cの

合格の評語に代えてGで表すことができる。 

第５節 卒業及び学位等 

（卒業） 

第46条 本学に４年（第３学年の入学者にあっては２年）以上在学し、別に定める所定の

授業科目を履修し、次の各号に定めるところにより130単位以上を修得した学生につい

ては、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。 

一 教養科目については、28単位 

二 外国語科目については、12単位 

三 専門基礎科目については、44単位 

四 専門科目については、46単位 

２ 本学に３年以上在学した学生（これに準ずるものとして文部科学大臣の定める者を含

む。）で、前項に定める単位を優秀な成績で修得したときは、第14条第１項の規定にか

かわらず、文部科学大臣の定めるところにより、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を

認定することができる。 

３ 前項の規定は、学校教育法第89条の規定を適用しない者を定める省令（平成11年文部

省令第38号）に規定する者には適用しない。 

４ 第３学年の入学者の卒業を認定するに当たって第１項の規定を適用するときは、次の

各号に掲げる単位数以下を第１学年及び第２学年において修得したものとみなすことが

できる。 

一 教養科目については、14単位 

二 外国語科目については、８単位 

三 専門基礎科目については、44単位 

５ 第１項に規定する卒業の要件として修得すべき130単位のうち、第36条第２項の授業

の方法により修得した単位数は、60単位を超えないものとする。ただし、第３学年の入

学者にあっては、30単位を超えないものとする。 

６ 前項に規定する単位数には、第42条、第43条及び第44条により修得したものとみな

し、又は与えることができる単位数のうち、第36条第２項の授業の方法により修得した

単位数を含むものとする。 

（学位の取得） 

第47条 本学を卒業した者に学士の学位を授与する。 
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２ 学位の授与に関し必要な事項は別に定める。 

（教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第48条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育

職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得しなければ

ならない。 

２ 本学の学部において当該所要資格を取得できる教員免許状の種類は、次の表に掲げる

とおりとする。 

機械創造工学課程 高等学校教諭一種免許状 工業 

電気電子情報工学課程 工業 

物質材料工学課程 工業 

環境社会基盤工学課程 工業 

生物機能工学課程 工業 

情報・経営システム工学課程 情報 

３ 前項の規定にかかわらず、所属する課程以外の課程で開設する教科、教職等に関する

専門科目を学修し、その単位を修得することにより、当該他の教科の教員免許状の所要

資格を取得することができる。 

第３章 大学院 

第１節 修業年限等 

（標準修業年限） 

第49条 博士課程の標準修業年限は、５年とする。 

２ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。 

（在学年限） 

第50条 ５年一貫制博士課程は８年、修士課程は３年、博士後期課程は５年を超えて在学

することができない。 

（長期履修学生） 

第50条の２ 前２条の規定にかかわらず、職業を有している等の事情により、標準修業年

限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修する学生の修業年限、在学年限

等は別に定める。 

第２節 入学 

（入学の時期） 

第51条 入学の時期は、学年の始め又は第２学期の始めとする。 

（入学資格） 

第52条 大学院に入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当するものとす

る。 

一 学校教育法第83条第１項に定める大学を卒業した者 

二 学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

三 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

四 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者 

五 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16
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年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を修了した者 

六 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当

該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ず

るものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年

以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を

我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置づけられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程

を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者 

七 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が

定める日以後に修了した者 

八 文部科学大臣の指定した者 

九 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し、

学長が所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

十 個別の入学資格審査により、学長が大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、22歳に達したもの 

２ 博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当するものとす

る。 

一 修士の学位を有する者 

二 学校教育法第104条第１項に規定する文部科学大臣の定める学位（以下「専門職学

位」という。）を有する者 

三 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

四 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

五 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度

において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該

課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

六 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法

（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する国際連合大学（第66条において「国

際連合大学」という。）の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者 

七 外国の学校、第５号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修

し、大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条の２に規定する試験及び審査

に相当するものに合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められ

た者 

八 文部科学大臣の指定した者 

九 個別の入学資格審査により、学長が修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認めた者で、24歳に達したもの 

（入学の出願及び入学者選考等） 
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第53条 入学の出願及び選考方法等については、第19条から第21条までの規定を準用す

る。 

（博士後期課程への進学） 

第54条 本学修士課程を修了し、引き続き博士後期課程に進学することを願い出た者に対

しては、選考の上、進学を許可する。 

（再入学） 

第55条 第58条の規定により退学を許可された者で、大学院の同一専攻に再入学を志願す

る者があるときは、学年の始め又は第２学期の始めに、教授会の意見を聴いて、学長が

相当年次に入学を許可することがある。 

（転入学） 

第55条の２ 本学大学院に転入学を志願する者があるときは、学年の始め又は第２学期の

始めに、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次に入学を許可することがある。 

（転研究科及び転専攻） 

第56条 転研究科又は転専攻を志願する者があるときは、学年の始め又は第２学期の始め

に、教授会の意見を聴いて、学長が相当年次に転研究科又は転専攻を許可することがあ

る。 

（再入学、転入学等の場合の取扱い） 

第57条 前３条の規定により入学等を許可された者の在学すべき年数及び既修得単位の取

扱いについては、教授会の意見を聴いて、学長が定める。 

第３節 休学及び退学等 

（休学、復学及び退学の準用） 

第58条 休学、復学及び退学にあっては、第26条、第28条及び第30条の規定を準用する。 

（休学期間） 

第59条 休学期間は、５年一貫制博士課程、修士課程、博士後期課程それぞれ１年以内と

する。ただし、特別の理由がある場合は、それぞれ１年を限度として休学期間の延長を

認めることができる。 

２ 休学期間は、５年一貫制博士課程、修士課程、博士後期課程ごとに、それぞれ通算し

て２年を超えることができない。ただし、ボランティア活動その他の別に定める理由に

より許可された場合はこの限りでない。 

３ 休学期間は、在学年限の期間には算入しない。 

（留学） 

第60条 外国の大学院で学修することを志願する者は、教授会の意見を聴いて、学長が留

学を許可することがある。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第69条に定める在学期間に含めることができる。 

（除籍） 

第61条 次の各号の一に該当する者は、教授会の意見を聴いて、学長が除籍する。 

一 第50条又は第50条の２に定める在学年限を超えた者 

二 第59条に定める休学期間を超えてもなお修学できない者 

三 第31条第３号から第６号までのいずれかに該当する者 

第４節 教育課程及び履修方法等 
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（授業及び研究指導） 

第62条 大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研

究指導」という。）によって行うものとする。 

（卓越大学院プログラム） 

第62条の２ 大学院において編成する教育課程のほか、新たな知の創造と活用を主導し、

次代を牽引する価値を創造するとともに、社会的課題の解決に挑戦して、社会にイノベ

ーションをもたらすことができる博士人材を育成するため、卓越大学院プログラムを開

設する。 

２ 卓越大学院プログラムに関し必要な事項は、別に定める。 

（教育方法の特例） 

第63条 大学院の課程においては、教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間

その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育

を行うことができる。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第63条の２ 大学院は、授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るための組織的な研

修及び研究を実施するものとする。 

（授業科目） 

第64条 授業科目及びその単位数等は、別に定める。 

（授業の方法等の準用） 

第65条 授業の方法、単位の計算方法、各授業科目の授業期間、単位の授与及び成績の評

価については、第36条、第37条、第38条、第40条及び第45条の規定を準用する。 

（他大学院における授業科目の履修等） 

第66条 教育研究上有益と認める場合は、他の大学院との協議に基づき、学生が当該他大

学院において履修した授業科目について修得した単位を、教授会の意見を聴いて学長が

適当と認めたときに、10単位を超えない範囲で、本学大学院における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、第60条の規定により留学する場合、外国の大学院が行う通信教育にお

ける授業科目を我が国において履修する場合、外国の大学院の教育課程を有するものと

して当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣

が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合及

び国際連合大学の教育課程における授業科目を履修する場合について準用する。 

（他大学院等における研究指導） 

第67条 教育研究上有益と認めるときは、他の大学院又は研究所等との協議に基づき、大

学院の学生が当該他の大学院又は研究所等において、必要な研究指導を受けることを認

めることができる。ただし、修士課程の学生について認める場合には、当該研究指導を

受ける期間は、１年を超えないものとする。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学院等に留学する場合に準用する。 

３ 他大学院等における研究指導に関し必要な事項は、別に定める。 



18/28 

（入学前の既修得単位の認定） 

第68条 教育研究上有益と認める場合は、学生が本学大学院に入学する前に大学院（外国

の大学院を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生と

して修得した単位を含む。）を、教授会の意見を聴いて学長が適当と認めたときに、本

学大学院に入学した後の本学大学院における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことができる単位数は、本学大学院において修得し

た単位以外のものについては、10単位を超えないものとする。 

第５節 課程の修了及び学位等 

（修士課程及び博士課程の修了） 

第69条 修士課程の修了の要件は、大学院に２年以上在学し、別に定める所定の授業科目

を30単位以上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出してその審査

及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げ

た者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の場合において、教授会の意見を聴いて学長が適当と認めたときは、特定の課題

についての研究の成果の審査をもって、修士論文の審査に代えることができるものとす

る。 

３ 博士課程の修了の要件は、大学院に５年（区分制博士課程は、修士課程に２年以上在

学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）

以上在学し、別に定める所定の授業科目を42単位（区分制博士課程は、修士課程におけ

る30単位を含む。）以上修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し

てその審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者については、大学院に３年（区分制博士課程は、修士課程に２年以

上在学し、当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含

む。）以上在学すれば足りるものとする。 

４ 第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修

了の要件は、大学院に修士課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、別に

定める所定の授業科目を42単位（修士課程における30単位を含む。）以上修得し、か

つ、必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出してその審査及び最終試験に合格する

こととする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大

学院に３年（修士課程における在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

５ 前２項の規定にかかわらず、学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156

条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と

同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が、博士後期課

程に入学した場合の博士課程の修了の要件は、大学院に３年（専門職大学院設置基準

（平成15年文部科学省令第16号）第18条第１項の法科大学院の課程を修了した者にあっ

ては、２年）以上在学し、別に定める所定の授業科目を12単位以上修得し、並びに必要

な研究指導を受けた上で博士論文を提出してその審査及び最終試験に合格することとす

る。ただし、優れた研究業績を上げた者については、大学院に１年（標準修業年限が１

年以上２年未満の専門職学位課程を修了した者にあっては、３年から当該１年以上２年
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未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。 

６ 前３項ただし書の者の修得単位数の取扱いについては、別に定める。 

７ 第１項に規定する修士課程の修了の要件として修得すべき30単位のうち、第36条第２

項の授業の方法により修得した単位数は、10単位を超えないものとする。ただし、教育

上特別の必要があると認められる場合は、10単位を超えることができる。 

８ 第３項及び第４項に規定する博士課程の修了の要件として修得すべき42単位のうち、

第36条第２項の授業の方法により修得した単位数は、22単位（修士課程において第36条

第２項の授業の方法により修得した単位数を含む。）を超えないものとする。ただし、

教育上特別の必要があると認められる場合は、22単位を超えることができる。 

９ 第５項に規定する博士課程の修了の要件として修得すべき12単位については、第36条

第２項の授業の方法により修得できるものとする。 

10 前３項に規定する単位数には、第66条及び第68条により修得したものとみなすことが

できる単位数のうち、第36条第２項の授業の方法により修得した単位数を含むものとす

る。 

11 修士課程又は博士課程の修了の認定は、教授会の意見を聴いて、学長が行う。 

（学位の授与） 

第70条 修士課程を修了した者には、修士の学位を、博士課程を修了した者には、博士の

学位を授与する。 

２ 前項に定めるもののほか、博士の学位は、本学大学院に博士論文を提出してその審査

に合格し、かつ、本学大学院の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することを

確認された者に授与することができる。 

３ 学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。 

（教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第71条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育

職員免許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 本学の大学院工学研究科において当該所要資格を取得できる教員免許状の種類は、次

の表に掲げるとおりとする。 

機械創造工学専攻 高等学校教諭専修免許状 工業 

電気電子情報工学専攻 工業 

物質材料工学専攻 工業 

環境社会基盤工学専攻 工業 

生物機能工学専攻 工業 

情報・経営システム工学専攻 情報 

原子力システム安全工学専攻 工業 

３ 前項の規定にかかわらず、所属する専攻以外の専攻で開設する教科、教職等に関する

専門科目を学修し、その単位を修得することにより、当該他の教科の教員免許状の所要

資格を取得することができる。 

第４章 通則 

第１節 賞罰 

（表彰） 
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第72条 学生として表彰に価する行為があった者は、学長が表彰することがある。 

（懲戒） 

第73条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の

意見を聴いて、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

二 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

三 正当の理由がなくて出席常でない者 

四 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 学生の懲戒処分の手続に関し必要な事項は、別に定める。 

第２節 学生宿舎等 

（学生宿舎等） 

第74条 本学に、学生の居住の用に供するため、宿舎を置く。 

２ 宿舎に関し必要な事項は、別に定める。 

第３節 検定料その他の費用 

（検定料等の額及び徴収） 

第75条 検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額及びその徴収方法は、別に定めるところ

による。 

２ 既納の検定料、入学料、授業料及び寄宿料は、返還しない。ただし、次の各号の一に

該当する場合には、当該各号に定める額を返還する。 

一 入学を許可され入学年度の前期分又は前期分及び後期分の授業料を納付した者が、

入学を許可した日の属する年度の３月31日までに入学を辞退した場合には、納付した

者の申出により、当該授業料相当額 

二 前期分授業料徴収の際、後期分授業料を併せて納付した者が、後期分授業料の徴収

時期前に休学又は退学した場合には、後期分の授業料相当 

三 その他別に定めるところによりやむを得ない事情があると認められる場合には、別

に定める額 

（授業料その他の費用の免除及び猶予） 

第76条 経済的理由によって授業料等の納付が困難であると認められ、かつ、学業優秀と

認めるとき、又はその他やむを得ない事情があると認められるときは、別に定めるとこ

ろにより、検定料、入学料、授業料又は寄宿料の全部若しくは一部を免除し、又はその

徴収を猶予することがある。 

第４節 研究生、聴講生、科目等履修生、外国人留学生等 

（研究生） 

第77条 本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるとき

は、本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、研究生として学長が入学を許

可することがある。 

２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

（特別研究学生） 
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第78条 他の大学院の学生で、本学大学院において研究指導を受けることを志願する者が

あるときは、当該他大学院との協議に基づき、本学の教育研究に支障のない場合に限

り、選考の上、特別研究学生として学長が入学を許可することがある。 

２ 前項の規定は、外国の大学の大学院の学生又は、これに相当する課程に在籍する学生

が、本学の大学院において研究指導を受けようとする場合に準用する。 

３ 特別研究学生に関し必要な事項は、別に定める。 

（聴講生） 

第79条 本学において、特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、本学

の教育に支障のない場合に限り、選考の上、聴講生として学長が入学を許可することが

ある。 

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第80条 本学において、一又は複数の授業科目を履修することを志願する者があるとき

は、本学の教育に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として学長が入学を

許可し、単位を授与することができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

（特別聴講学生） 

第81条 他の大学（大学院を含む。）、短期大学又は高等専門学校の学生で、本学におい

て授業科目を履修することを志願する者があるときは、当該他大学、短期大学又は高等

専門学校との協議に基づき、特別聴講学生として学長が入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第82条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願す

る者があるときは、選考の上、外国人留学生として学長が入学を許可することがある。 

２ 前項の外国人留学生に対しては、第35条に掲げるもののほか、日本語科目及び日本事

情に関する科目を置くことがある。 

３ 外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。 

（外国において教育を受けた学生に関する授業科目等の特例） 

第83条 前条第２項の規定は、外国人留学生以外の学生で、外国において相当の期間中等

教育（中学校又は高等学校に対応する学校における教育をいう。）を受けた者につい

て、教育上有益と認める場合に準用する。 

第５節 公開講座 

（公開講座） 

第84条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設すること

がある。 

２ 公開講座に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 平成12年３月17日学則第４号施行前の長岡技術科学大学学則（昭和53年４月１日学則

第１号）の第２条第２項に規定する機械システム工学課程、創造設計工学課程、電気・
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電子システム工学課程及び電子機器工学課程（第７項において「旧課程」という。）

は、第２条第２項の規定にかかわらず、平成16年３月31日に在学する者が当該課程に在

学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

３ この学則施行前の長岡技術科学大学学則（昭和53年４月１日学則第１号）第３条の３

に規定する機械システム工学専攻、創造設計工学専攻、電気・電子システム工学専攻、

電子機器工学専攻（第７項において「旧専攻」という。）は、第５条の規定にかかわら

ず、平成16年３月31日に在学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの間、存続する

ものとする。 

４ 第５条の表に掲げる修士課程の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成16年度は

次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成16年度収容定員 

人 

機械システム工学専攻 57 

創造設計工学専攻 50 

電気・電子システム工学専攻 54 

電子機器工学専攻 54 

建設工学専攻 80 

環境システム工学専攻 100 

機械創造工学専攻 97 

電気電子情報工学専攻 98 

材料開発工学専攻 94 

生物機能工学専攻 100 

経営情報システム工学専攻 30 

計 814 

５ 削除 

６ 平成15年度以前の学部入学者に係る授業科目の区分及び卒業要件単位の取扱いは、第

35条並びに第46条第１項及び第４項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

７ 旧課程及び旧専攻で取得できる教員免許状の種類は、第48条第２項又は第71条第２項

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成16年12月20日学則第２号） 

この学則は、平成16年12月20日から施行する。 

附 則（平成17年２月23日学則第３号） 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 平成17年４月１日に現に学部第４学年に在学する者に係る卒業要件単位の取扱いは、

改正後の第46条第１項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 平成15年度以前の学部入学者（前項に定める者を除く。）に係る卒業要件単位の取扱

いは、改正後の第46条第１項の規定を適用する。この場合において、同項の適用につい

ては、同項中「教養科目」とあるのは「総合科目」とする。 

附 則（平成17年３月22日学則第４号） 
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この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年６月１日学則第１号） 

この学則は、平成17年６月１日から施行する。 

附 則（平成17年11月30日学則第２号） 

この学則は、平成17年12月１日から施行する。 

附 則（平成18年１月18日学則第３号） 

１ この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 第５条の表に掲げる工学研究科修士課程の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平

成18年度は次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成18年度収容定員 

人 

機械創造工学専攻 189 

電気電子情報工学専攻 193 

材料開発工学専攻 94 

建設工学専攻 80 

生物機能工学専攻 100 

環境システム工学専攻 100 

経営情報システム工学専攻 60 

計 816 

３ 第５条の表に掲げる工学研究科博士後期課程の収容定員は、同条の規定にかかわら

ず、平成18年度から平成19年度までは次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成18年度収容定員 平成19年度収容定員 

人 人 

情報・制御工学専攻 43 38 

材料工学専攻 27 30 

エネルギー・環境工学専攻 23 28 

生物統合工学専攻 ７ 14 

計 100 110 

４ 第５条の表に掲げる技術経営研究科専門職学位課程の収容定員は、同条の規定にかか

わらず、平成18年度は次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成18年度収容定員 

人 

システム安全専攻 15 

計 15 

附 則（平成18年３月１日学則第４号） 

この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年４月１日学則第１号） 
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この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年２月14日学則第２号） 

この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年２月28日学則第３号） 

この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年10月31日学則第１号） 

この学則は、平成19年10月31日から施行する。 

附 則（平成20年１月16日学則第２号） 

１ この学則は、平成20年１月16日から施行する。ただし、第46条第３項の改正規定、第

52条第１項第１号及び第２号の改正規定、同条第２項第２号の改正規定並びに第69条第

５項の改正規定は、平成19年12月26日から適用する。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる規定は、当該各号に掲げる日から施行す

る。 

一 第２条の見出しの改正規定、同条第２項を削る改正規定、同条の次に２条を加える

改正規定、第４条の見出しの改正規定、同条第４項の改正規定、第５条の見出しの改

正規定及び同条の改正規定 平成20年４月１日 

二 目次の改正規定（第３章に係る部分に限る。）、第50条の次に１条を加える改正規

定、第59条第３項の改正規定及び第61条第１項の改正規定 平成21年４月１日 

附 則（平成20年３月26日学則第３号） 

この学則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年４月15日学則第１号） 

この学則は、平成21年５月１日から施行する。 

附 則（平成22年１月13日学則第２号） 

この学則は、平成22年１月13日から施行する。 

附 則（平成22年９月８日学則第１号） 

この学則は、平成22年９月８日から施行する。 

附 則（平成22年11月10日学則第２号） 

この学則は、平成22年11月10日から施行する。 

附 則（平成23年３月４日学則第３号） 

この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月28日学則第４号） 

この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成24年３月２日学則第１号） 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 第５条の表に掲げる工学研究科修士課程の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平

成24年度は次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成24年度収容定員 

人 

機械創造工学専攻 184 
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電気電子情報工学専攻 188 

材料開発工学専攻 94 

建設工学専攻 80 

環境システム工学専攻 100 

生物機能工学専攻 97 

経営情報システム工学専攻 60 

原子力システム安全工学専攻 20 

計 823 

附 則（平成24年５月16日学則第１号） 

この学則は、平成24年５月16日から施行する。 

附 則（平成25年４月10日学則第１号） 

この学則は、平成25年４月10日から施行し、平成25年４月１日から適用する。 

附 則（平成25年８月28日学則第２号） 

この学則は、平成25年９月１日から施行する。 

附 則（平成26年３月４日学則第３号） 

１ この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正前の第45条の規定により評価された成績は、改正後の同条の規定

にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成27年３月26日学則第１号） 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。ただし、改正後の第２条の３の表中の

第３学年の入学定員に係る部分は、平成29年４月１日から施行する。 

２ この学則施行前の材料開発工学課程、建設工学課程、環境システム工学課程及び経営

情報システム工学課程（第８項において「旧課程」という。）は、改正後の第２条の３

の規定にかかわらず、平成27年３月31日に在学する者並びに平成27年度及び平成28年度

において第３学年に入学する者が当該課程に在学しなくなる日までの間、存続するもの

とする。 

３ 平成27年度及び平成28年度における前項に規定する課程の第３学年の入学定員は、材

料開発工学課程が30人、建設工学課程が30人、環境システム工学課程が40人及び経営情

報システム工学課程が20人とする。 

４ 第２条の３の表に掲げる学生の収容定員は、同項の規定にかかわらず、平成27年度か

ら平成29年度までは、次のとおりとする。 

年度 

課程名 

平成27年度収容

定員 

平成28年度収容

定員 

平成29年度収容

定員 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

計 １

年 

２

年 

３

年 

４

年 

計 １

年 

２

年 

３

年 

４

年 

計 

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

機械創造工学課程 1

7 

1

5 

9

0 

9

0 

2

1

2 

1

7 

1

7 

9

0 

9

0 

2

1

4 

1

7 

1

7 

9

6 

9

0 

2

2

0 

電気電子情報工学課 1 1 9 9 2 1 1 9 9 2 1 1 9 9 2
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程 7 5 0 0 1

2 

7 7 0 0 1

4 

7 7 6 0 2

0 

材料開発工学課程 1

0 

4

0 

4

0 

9

0 

4

0 

4

0 

8

0 

4

0 

4

0 

物質材料工学課程 1

2 

1

2 

1

2 

1

2 

2

4 

1

2 

1

2 

5

0 

7

4 

建設工学課程 1

0 

4

0 

4

0 

9

0 

4

0 

4

0 

8

0 

4

0 

4

0 

環境システム工学課

程 

1

0 

5

0 

5

0 

1

1

0 

5

0 

5

0 

1

0

0 

5

0 

5

0 

環境社会基盤工学課

程 

1

3 

1

3 

1

3 

1

3 

2

6 

1

3 

1

3 

6

0 

8

6 

生物機能工学課程 1

0 

1

0 

5

0 

5

0 

1

2

0 

1

0 

1

0 

5

0 

5

0 

1

2

0 

1

0 

1

0 

5

0 

5

0 

1

2

0 

経営情報システム工

学課程 

1

0 

3

0 

3

0 

7

0 

3

0 

3

0 

6

0 

3

0 

3

0 

情報・経営システム

工学課程 

1

1 

1

1 

1

1 

1

1 

2

2 

1

1 

1

1 

3

8 

6

0 

計 8

0 

8

0 

3

9

0 

3

9

0 

9

4

0 

8

0 

8

0 

3

9

0 

3

9

0 

9

4

0 

8

0 

8

0 

3

9

0 

3

9

0 

9

4

0 

５ この学則施行前の材料開発工学専攻、建設工学専攻、環境システム工学専攻及び経営

情報システム工学専攻（第８項において「旧専攻」という。）は、改正後の第５条の規

定にかかわらず、平成27年３月31日に在学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの

間、存続するものとする。 

６ 第５条の表に掲げる工学研究科修士課程の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平

成27年度は次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成27年度 

収容定員 

人 

機械創造工学専攻 188 

電気電子情報工学専攻 189 

材料開発工学専攻 47 

物質材料工学専攻 50 

建設工学専攻 40 

環境システム工学専攻 50 

環境社会基盤工学専攻 60 

生物機能工学専攻 94 
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経営情報システム工学専攻 30 

情報・経営システム工学専攻 35 

原子力システム安全工学専攻 40 

計 823 

７ 第５条の表に掲げる工学研究科博士後期課程の収容定員は、同条の規定にかかわら

ず、平成27年度から平成30年度までは次のとおりとする。 

年度 

専攻名 

平成27年度 

収容定員 

平成28年度 

収容定員 

平成29年度 

収容定員 

平成30年度 

収容定員 

人 人 人 人 

情報・制御工学専攻 33 33 29 25 

材料工学専攻 33 33 28 23 

エネルギー・環境工学専攻 33 33 29 25 

生物統合工学専攻 21 21 19 17 

計 120 120 105 90 

８ 旧課程及び旧専攻で取得できる教員免許状の種類は、第47条第２項又は第71条第２項

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成28年３月４日学則第１号） 

この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年４月13日学則第１号） 

この学則は、平成28年４月13日から施行し、平成28年４月１日から適用する。 

附 則（平成29年７月28日学則第１号） 

この学則は、平成29年９月１日から施行する。 

附 則（平成30年１月25日学則第２号） 

１ この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 平成29年度以前の専門職学位課程入学者に係る修了要件単位の取扱いについては、改

正後の第69条の２第１項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成31年３月19日学則第１号） 

この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年３月27日学則第２号） 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第27条第２項及び第59条第２項の取扱いに必要な行為は、この学則の施行の

日前において行うことができる。 

３ 平成30年度以前の工学部入学者に係る教員免許状の所要資格の取得の取扱いについて

は、改正後の第48条第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

４ 平成30年度以前の大学院工学研究科入学者に係る教員免許状の所要資格の取得の取扱

いについては、改正後の第71条第２項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和元年６月28日学則第１号） 

この規則は、令和元年７月１日から施行する。 

附 則（令和元年７月10日学則第２号） 

この規則は、令和元年７月10日から施行する。 
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 附 則（令和２年 月 日学則第 号） 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この学則施行前の技術経営研究科専門職学位課程システム安全専攻は、令和３年３月

３１日に在学するもの（以下、「在学生」という。）が当該専攻に在学しなくなる日まで

の間、存続するものとし、在学生については、改正前の第３条、第４条、第９条の２、第

13条、第49条、第50条、第54条、第59条、第62条、第63条の２、第65条、第66条、第68

条、第69条の２及び第70条の規定は、なおその効力を有する。 

３ 第５条の表に掲げる工学研究科修士課程及び技術経営研究科の収容定員は、同条の規

定にかかわらず、令和３年度は次のとおりとする。 

工学研究科修士課程 

年度 

専攻名 

令和３年度 

収容定員 

人 

機械創造工学専攻 192 

電気電子情報工学専攻 192 

物質材料工学専攻 100 

環境社会基盤工学専攻 120 

生物機能工学専攻 94 

情報・経営システム工学専攻 70 

原子力システム安全工学専攻 40 

システム安全工学専攻 15 

計 823 

技術経営研究科 

年度 

専攻名 

令和３年度 

収容定員 

人 

システム安全専攻 15 

計 15 



学則の変更事項を記載した書類 

１．変更の事由 

  令和 3 年 4 月より現行の技術経営研究科専門職学位課程システム安全専攻を改組転換

して、新たに工学研究科修士課程システム安全工学専攻を設置することに伴い、所要の改

正を行う。 

２．変更の時期 

  令和３年４月 

３．変更事項 

  関係条項に「工学研究科修士課程システム安全工学専攻」に係る規定を加え、「技術経

営研究科専門職学位課程システム安全専攻」を廃止するとともに、この改組に係る入学定

員、収容定員等を改める。 

（２）変更事項を記載した書類
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表
 

改
正
案
 

現
 
行
 

第
１
条
、
第
２
条
 
（
略
）
 

第
１
条
、
第
２
条
 
（
略
）
 

（
大
学
院
、
研
究
科
及
び
課
程
）
 

（
大
学
院
、
研
究
科
及
び
課
程
）
 

第
３
条
 
本
学
に
、
大
学
院
を
置
く
。
 

第
３
条
 
本
学
に
、
大
学
院
を
置
く
。
 

２
 
大
学
院
に
工
学
研
究
科
を
置
き
、
工
学
研
究
科
は
博
士
課
程
と
す
る
。
 

２
 
大
学
院
に
工
学
研
究
科
及
び
技
術
経
営
研
究
科
を
置
き
、
工
学
研
究
科
は
博
士
課
程

と
し
、
技
術
経
営
研
究
科
は
専
門
職
学
位
課
程
と
す
る
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
博
士
課
程
は
、
前
期
及
び
後
期
の
区
分
を
設
け
な
い
も
の
（
以
下
「
５
年
一
貫
制
博

士
課
程
」
と
い
う
。
）
、
前
期
及
び
後
期
の
課
程
に
区
分
す
る
も
の
（
以
下
「
区
分
制

博
士
課
程
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
 

４
 
（
略
）
 

４
 
前
項
の
区
分
制
博
士
課
程
は
前
期
２
年
の
課
程
（
以
下
「
修
士
課
程
」
と
い
う
。
）

及
び
後
期
３
年
の
課
程
（
以
下
「
博
士
後
期
課
程
」
と
い
う
。
）
の
区
分
と
す
る
。
 

（
課
程
等
及
び
目
的
）
 

（
課
程
等
及
び
目
的
）
 

第
４
条
 
（
略
）
 

第
４
条
 
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
は
、
博
士
の
学
位
取
得
を
目
指
す
学
生
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
効
率
的
・
効
果
的
に
研
究
開
発
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
及
び
産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
能
力
を
備
え
る

と
と
も
に
、
高
度
の
研
究
能
力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
修
士
課
程
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
精
深
な
学
識
を
授
け
、
専
攻
分
野
に
お
け
る
研

究
能
力
又
は
高
度
の
専
門
性
を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
高
度
の
能
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
博
士
後
期
課
程
は
、
専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を

行
い
、
又
は
そ
の
他
の
高
度
に
専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能

力
及
び
そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

４
 
（
削
除
）
 

４
 
専
門
職
学
位
課
程
は
、
高
度
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
深
い
学

識
及
び
卓
越
し
た
実
務
能
力
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

４
 
前
３
項
の
課
程
に
置
く
専
攻
及
び
そ
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

５
 
前
４
項
の
課
程
に
置
く
専
攻
及
び
そ
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

（３）変更部分の新旧対照表
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改
正
案
 

現
 
行
 

５
年
一
貫
制
博
士
課
程
 

５
年
一
貫
制
博
士
課
程
 

（
略
）
 

専
攻
名
 

目
的
 

技
術
科
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
 

海
外
拠
点
大
学
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
産
学
官
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
グ
ロ
ー
バ
ル
融
合
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
土
台
と
し
た
技
術
科

学
（
技
学
）
教
育
に
よ
り
、
世
界
で
活
躍
で
き
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
せ
る
能
力
を
持
ち
、
日
本
及
び
世
界
の
産
業
を
牽
引
す

る
特
に
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
 

修
士
課
程
 

修
士
課
程
 

専
攻
名
 

目
的
 

機
械
創
造
工
学

専
攻
 

専
門
知
識
及
び
実
践
的
技
術
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
、
機
械
工
学
を

構
成
す
る
諸
分
野
（
情
報
・
制
御
、
設
計
・
生
産
、
人
間
環
境
、

材
料
等
）
に
お
け
る
社
会
的
要
請
に
対
応
で
き
る
創
造
的
能
力
と

国
際
感
覚
を
備
え
た
指
導
的
技
術
者
の
育
成
 

電
気
電
子
情
報

工
学
専
攻
 

電
気
工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
通
信
工
学
と
そ
れ
ら
の
学
際
領

域
に
対
応
さ
せ
た
高
度
な
教
育
・
研
究
指
導
を
行
い
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
実
践
的
・
指
導
的
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
 

物
質
材
料
工
学

専
攻
 

専
門
知
識
及
び
実
践
的
技
術
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
材
料
並

び
に
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
行
う
能
力
の
あ
る
創
造
的
な
指

導
的
人
材
の
育
成
 

環
境
社
会
基
盤

工
学
専
攻
 

環
境
と
調
和
し
た
健
全
な
社
会
基
盤
施
設
を
、
適
切
に
計
画
・

建
設
・
維
持
す
る
た
め
の
総
合
的
視
野
を
有
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
へ
の
貢
献
、
巨
大
災
害
へ

の
対
応
が
で
き
る
実
践
的
・
創
造
的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
人
材

の
育
成
 

生
物
機
能
工
学

専
攻
 

精
緻
な
生
物
の
機
能
を
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
ま
で
幅

広
く
連
関
さ
せ
、
工
学
的
応
用
を
目
指
す
生
物
機
能
工
学
分
野
に

お
い
て
活
躍
で
き
る
実
践
的
・
創
造
的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
人

専
攻
名
 

目
的
 

機
械
創
造
工
学

専
攻
 

専
門
知
識
及
び
実
践
的
技
術
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
、
機
械
工
学
を

構
成
す
る
諸
分
野
（
情
報
・
制
御
、
設
計
・
生
産
、
人
間
環
境
、

材
料
等
）
に
お
け
る
社
会
的
要
請
に
対
応
で
き
る
創
造
的
能
力
と

国
際
感
覚
を
備
え
た
指
導
的
技
術
者
の
育
成
 

電
気
電
子
情
報

工
学
専
攻
 

電
気
工
学
、
電
子
工
学
、
情
報
通
信
工
学
と
そ
れ
ら
の
学
際
領

域
に
対
応
さ
せ
た
高
度
な
教
育
・
研
究
指
導
を
行
い
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
実
践
的
・
指
導
的
能
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
 

物
質
材
料
工
学

専
攻
 

専
門
知
識
及
び
実
践
的
技
術
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
新
し
い
材
料
並

び
に
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
行
う
能
力
の
あ
る
創
造
的
な
指

導
的
人
材
の
育
成
 

環
境
社
会
基
盤

工
学
専
攻
 

環
境
と
調
和
し
た
健
全
な
社
会
基
盤
施
設
を
、
適
切
に
計
画
・

建
設
・
維
持
す
る
た
め
の
総
合
的
視
野
を
有
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
か
ら
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
へ
の
貢
献
、
巨
大
災
害
へ

の
対
応
が
で
き
る
実
践
的
・
創
造
的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
人
材

の
育
成
 

生
物
機
能
工
学

専
攻
 

精
緻
な
生
物
の
機
能
を
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
ま
で
幅

広
く
連
関
さ
せ
、
工
学
的
応
用
を
目
指
す
生
物
機
能
工
学
分
野
に

お
い
て
活
躍
で
き
る
実
践
的
・
創
造
的
能
力
を
備
え
た
指
導
的
人
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改
正
案
 

現
 
行
 

材
の
育
成
 

情
報
・
経
営
シ

ス
テ
ム
工
学
専

攻
 

企
業
や
自
治
体
な
ど
の
経
営
組
織
体
に
対
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ

が
的
確
に
把
握
で
き
、
経
営
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
情
報
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
創
出
・
提
案
・
実
践
で
き
る
能
力
を
備
え
た
指

導
的
人
材
の
育
成
 

原
子
力
シ
ス
テ

ム
安
全
工
学
専

攻
 

基
盤
工
学
の
専
門
知
識
の
上
に
、
原
子
力
工
学
及
び
シ
ス
テ
ム

安
全
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た
原
子
力
の
安
全
確
保
の
で
き
る

実
践
的
・
指
導
的
人
材
の
育
成

 

シ
ス
テ
ム
安
全

工
学
専
攻
 

シ
ス
テ
ム
安
全
の
最
先
端
の
知
識
と
高
い
倫
理
観
を
持
ち
、
安

全
の
諸
課
題
や
新
し
い
技
術
に
対
応
で
き
る
精
深
な
学
識
、
論
理

的
思
考
力
お
よ
び
想
像
力
、
つ
ま
り
研
究
能
力
を
有
し
、
こ
れ
に

加
え
て
、
安
全
の
諸
課
題
を
解
決
で
き
る
卓
越
し
た
能
力
、
つ
ま

り
実
務
能
力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
 

材
の
育
成
 

情
報
・
経
営
シ

ス
テ
ム
工
学
専

攻
 

企
業
や
自
治
体
な
ど
の
経
営
組
織
体
に
対
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ

が
的
確
に
把
握
で
き
、
経
営
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
を
支
え
る
情
報
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
創
出
・
提
案
・
実
践
で
き
る
能
力
を
備
え
た
指

導
的
人
材
の
育
成
 

原
子
力
シ
ス
テ

ム
安
全
工
学
専

攻
 

基
盤
工
学
の
専
門
知
識
の
上
に
、
原
子
力
工
学
及
び
シ
ス
テ
ム

安
全
の
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
た
原
子
力
の
安
全
確
保
の
で
き
る

実
践
的
・
指
導
的
人
材
の
育
成

 

博
士
後
期
課
程
 

博
士
後
期
課
程
 

（
略
）
 

専
攻
名
 

目
的
 

情
報
・
制
御
工
学

専
攻
 

情
報
通
信
・
処
理
、
知
識
情
報
、
計
測
・
制
御
及
び
人
間
工

学
に
関
す
る
分
野
の
進
歩
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
な
研

究
能
力
・
技
術
開
発
能
力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
学
識
を

も
っ
た
技
術
者
・
研
究
者
の
育
成
 

材
料
工
学
専
攻
 

多
様
な
新
素
材
や
構
造
材
料
の
解
析
・
設
計
・
製
造
、
高
付

加
価
値
材
料
の
創
出
と
複
合
化
及
び
材
料
の
評
価
に
関
す
る
分

野
の
進
歩
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
学
術
的
あ
る
い
は
実
践
的
研

究
能
力
・
技
術
開
発
能
力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
学
識
を

も
っ
た
技
術
者
・
研
究
者
の
育
成
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
工
学
専
攻
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
及
ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
、
そ
の
根
幹
を
な
す
機
器
装
置
の
高
性
能
化
を
図
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
及
び
風
土
に
適
合
し
た
環
境
シ
ス
テ
ム
に
関
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改
正
案
 

現
 
行
 

す
る
分
野
の
進
歩
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
な
研
究
能

力
・
技
術
開
発
能
力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
も
っ

た
技
術
者
・
研
究
者
の
育
成
 

生
物
統
合
工
学
専

攻
 

幅
広
い
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
展
開
に
応
じ
た
新
規
生
体

高
機
能
分
子
の
設
計
と
創
造
、
安
全
で
安
心
な
環
境
の
た
め
の

持
続
技
術
の
開
発
、
高
次
生
体
機
能
の
解
明
及
び
医
療
・
福
祉

技
術
向
上
な
ど
生
命
科
学
と
化
学
・
情
報
・
環
境
科
学
を
統
合

し
た
分
野
の
進
歩
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
な
研
究
能

力
・
技
術
開
発
能
力
と
そ
の
基
盤
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
も
っ

た
技
術
者
・
研
究
者
の
育
成
 

 

（
削
除
）
 

専
門
職
学
位
課
程
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

    
 

専
攻
名
 

目
的
 

シ
ス
テ
ム
安
全
専

攻
 

安
全
・
経
営
の
最
先
端
の
知
識
と
高
い
倫
理
観
を
有
し
、
国

内
外
の
規
格
・
法
規
に
立
脚
し
つ
つ
、
安
全
技
術
と
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
キ
ル
を
統
合
し
て
応
用
す
る
シ
ス
テ
ム
安
全
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
組
織
経
営
を
先
導
し
、
安
全
に
関
す
る
諸
課
題
を

解
決
す
る
実
務
能
力
を
有
す
る
専
門
職
の
育
成
 

 

（
専
攻
の
定
員
）
 

（
専
攻
の
定
員
）
 

第
５
条
 
前
条
に
規
定
す
る
専
攻
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

第
５
条
 
前
条
に
規
定
す
る
専
攻
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

工
学
研
究
科
 

工
学
研
究
科
 

５
年
一
貫
制
博
士
課
程
 

修
士
課
程
 

博
士
後
期
課
程
 

専
攻
名
 

入 学 定 員
 

収
容

定
員
 

専
攻
名
 

入
学

定
員
 

収
容

定
員
 

専
攻
名
 

入 学 定 員
 

収 容 定 員
 

 
人
 

人
 

 
人
 

人
 

 
人
 

人
 

技
術
科
学

15
 

75
 
機
械
創
造

96
 

19
2 

情
報
・
制

７
 

21
 

５
年
一
貫
制
博
士
課
程
 

修
士
課
程
 

博
士
後
期
課
程
 

専
攻
名
 

入 学 定 員
 

収
容

定
員
 

専
攻
名
 

入
学

定
員
 

収
容

定
員
 

専
攻
名
 

入 学 定 員
 

収 容 定 員
 

 
人
 

人
 

 
人
 

人
 

 
人

 
人
 

技
術
科
学

15
 

7
5
 
機
械
創
造

9
6 

1
9
2 

情
報
・
制

７
 

2
1 



5
/
1
1

改
正
案

現
行

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
専

攻

工
学
専
攻

御
工
学
専

攻

電
気
電
子

情
報
工
学

専
攻

9
6

1
9
2

材
料
工
学

専
攻

６
1
8

物
質
材
料

工
学
専
攻

5
0

1
0
0

エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境

工
学
専
攻

７
2
1

環
境
社
会

基
盤
工
学

専
攻

6
0

1
2
0

生
物
統
合

工
学
専
攻

５
1
5

生
物
機
能

工
学
専
攻

4
7

9
4

情
報
・
経

営
シ
ス
テ

ム
工
学
専

攻

3
5

7
0

原
子
力
シ

ス
テ
ム
安

全
工
学
専

攻

2
0

4
0

シ
ス
テ
ム

安
全
工
学

専
攻

1
5

3
0

計
1
5

7
5

計
4
1
9

8
3
8

計
2
5

7
5

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
専

攻

工
学
専
攻

御
工
学
専

攻

電
気
電
子

情
報
工
学

専
攻

9
6

1
9
2

材
料
工
学

専
攻

６
1
8

物
質
材
料

工
学
専
攻

5
0

1
0
0

エ
ネ
ル
ギ

ー
・
環
境

工
学
専
攻

７
2
1

環
境
社
会

基
盤
工
学

専
攻

6
0

1
2
0

生
物
統
合

工
学
専
攻

５
1
5

生
物
機
能

工
学
専
攻

4
7

9
4

情
報
・
経

営
シ
ス
テ

ム
工
学
専

攻

3
5

7
0

原
子
力
シ

ス
テ
ム
安

全
工
学
専

攻

2
0

4
0

計
1
5

7
5

計
4
0
4

8
0
8

計
2
5

7
5
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改
正
案
 

現
 
行
 

（
削
除
）
 

技
術
経
営
研
究
科
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

 
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

（
削
除
）
 

 

専
門
職
学
位
課
程
 

専
攻
名
 

入
学
定
員
 

収
容
定
員
 

 
 

人
 

人
 

シ
ス
テ
ム
安
全
専

攻
 

1
5 

3
0 

計
 

1
5 

3
0 

 

 
 

第
６
条
～
第
９
条
 
（
略
）
 

第
６
条
～
第
９
条
 
（
略
）
 

 
 

（
学
部
長
及
び
研
究
科
長
）
 

（
学
部
長
及
び
研
究
科
長
）
 

第
９
条
の
２
 
工
学
部
に
工
学
部
長
を
置
く
。
 

第
９
条
の
２
 
工
学
部
に
工
学
部
長
を
置
く
。
 

２
 
工
学
研
究
科
に
研
究
科
長
を
置
く
。
 

２
 
工
学
研
究
科
及
び
技
術
経
営
研
究
科
に
そ
れ
ぞ
れ
研
究
科
長
を
置
く
。
 

３
 
工
学
部
長
及
び
研
究
科
長
は
、
当
該
学
部
又
は
研
究
科
に
関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど

る
。
 

３
 
工
学
部
長
及
び
研
究
科
長
は
、
当
該
学
部
又
は
研
究
科
に
関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど

る
。
 

 
 

第
10
条
～
第
12
条
 
（
略
）
 

第
10
条
～
第
12
条
 
（
略
）
 

 
 

（
休
業
日
）
 

（
休
業
日
）
 

第
13
条
 
工
学
部
及
び
工
学
研
究
科
の
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第

１
号
か
ら
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
安
全
工
学
専
攻
を
除
く
。
 

第
13
条
 
工
学
部
及
び
工
学
研
究
科
の
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

一
 
日
曜
日
及
び
土
曜
日
 

一
 
日
曜
日
及
び
土
曜
日
 

二
 
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法
律
第
17
8号

）
に
定
め
る
休
日
 

二
 
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
2
3年

法
律
第
1
78
号
）
に
定
め
る
休
日
 

三
 
本
学
の
開
学
記
念
日
 
10
月
１
日
 

三
 
本
学
の
開
学
記
念
日

 
10
月
１
日
 

四
 
春
期
休
業
 
３
月
26
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
 

四
 
春
期
休
業
 
３
月
2
6
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
 

五
 
夏
期
休
業
 
７
月
24
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
 

五
 
夏
期
休
業
 
７
月
2
4
日
か
ら
８
月
3
1日

ま
で
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改
正
案
 

現
 
行
 

六
 
冬
期
休
業
 
12
月
25
日
か
ら
翌
年
１
月
７
日
ま
で
 

六
 
冬
期
休
業
 
1
2月

2
5
日
か
ら
翌
年
１
月
７
日
ま
で
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
技
術
経
営
研
究
科
の
休
業
日
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
一
 
春
期
休
業
 
３
月
2
6
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
 

 
二
 
夏
期
休
業
 
８
月
１
日
か
ら
８
月

3
1日

ま
で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
 

 
三
 
冬
期
休
業
 
1
2月

2
5
日
か
ら
翌
年
１
月
７
日
ま
で
 

２
 
（
略
）
 

３
 
学
長
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
は
前
２
項
の
休
業
日
を
臨
時
に
変
更
し
、
又
は
臨
時
に

休
業
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

第
14
条
～
第
49
条
 
（
略
）
 

第
14
条
～
第
49
条
 
（
略
）
 

 
 

（
標
準
修
業
年
限
）
 

（
標
準
修
業
年
限
）
 

第
49
条
 
（
略
）
 

第
49
条
 
博
士
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
、
５
年
と
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
修
士
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
、
２
年
と
す
る
。
 

３
 
（
削
除
）
 

３
 
専
門
職
学
位
課
程
の
標
準
修
業
年
限
は
、
２
年
と
す
る
。
 

（
在
学
年
限
）
 

（
在
学
年
限
）
 

第
50
条
 
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
は
８
年
、
修
士
課
程
は
３
年
、
博
士
後
期
課
程
は
５
年

を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

第
50
条
 
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
は
８
年
、
修
士
課
程
及
び
専
門
職
学
位
課
程
は
３
年
、

博
士
後
期
課
程
は
５
年
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

 
 

第
50
条
の
２
～
第
53
条
 
（
略
）
 

第
50
条
の
２
～
第
5
3条

 
（
略
）
 

 
 

（
博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
）
 

（
博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
）

 

第
54
条
 
（
略
）
 

第
54
条
 
本
学
修
士
課
程
を
修
了
し
、
引
き
続
き
博
士
後
期
課
程
に
進
学
す
る
こ
と
を
願

い
出
た
者
に
対
し
て
は
、
選
考
の
上
、
進
学
を
許
可
す
る
。
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
本
学
専
門
職
学
位
課
程
を
修
了
し
、
引
き
続
き
博
士
後
期
課
程
に
入
学
す
る
こ
と
を

願
い
出
た
者
に
対
し
て
は
、
選
考
の
上
、
進
学
と
み
な
し
許
可
す
る
。
 

第
55
条
～
第
58
条
 
（
略
）
 

第
55
条
～
第
58
条
 
（
略
）
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改
正
案
 

現
 
行
 

（
休
学
期
間
）
 

（
休
学
期
間
）
 

第
59
条
 
休
学
期
間
は
、
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
、
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
そ
れ
ぞ

れ
１
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
を
限

度
と
し
て
休
学
期
間
の
延
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
59
条
 
休
学
期
間
は
、
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
、
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
、
専
門

職
学
位
課
程
そ
れ
ぞ
れ
１
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
１
年
を
限
度
と
し
て
休
学
期
間
の
延
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
休
学
期
間
は
、
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
、
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
ご
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
通
算
し
て
２
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

そ
の
他
の
別
に
定
め
る
理
由
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
 
休
学
期
間
は
、
５
年
一
貫
制
博
士
課
程
、
修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
、
専
門
職
学

位
課
程
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
通
算
し
て
２
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
そ
の
他
の
別
に
定
め
る
理
由
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
場
合
は
こ
の
限

り
で
な
い
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
（
略
）
 

（
留
学
）
 

（
留
学
）
 

第
60
条
、
第
61
条
 
（
略
）
 

第
60
条
、
第
61
条
 
（
略
）
 

（
授
業
及
び
研
究
指
導
）
 

（
授
業
及
び
研
究
指
導
）
 

第
62
条
 
大
学
院
の
教
育
は
、
授
業
科
目
の
授
業
及
び
学
位
論
文
の
作
成
等
に
対
す
る
指

導
（
以
下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

第
62
条
 
大
学
院
の
教
育
は
、
授
業
科
目
の
授
業
及
び
学
位
論
文
の
作
成
等
に
対
す
る
指

導
（
以
下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
職
学
位
課
程
の
教
育
は
、
体
系
的
か
つ
実
践
的

な
授
業
科
目
の
授
業
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
 

第
62
条
の
２
、
第
63
条
 
（
略
）
 

第
62
条
の
２
、
第
6
3条

 
（
略
）
 

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）
 

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）
 

第
63
条
の
２
 
大
学
院
は
、
授
業
及
び
研
究
指
導
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め

の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

第
63
条
の
２
 
大
学
院
は
、
授
業
及
び
研
究
指
導
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め

の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
職
学
位
課
程
は
、
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改

善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
 

第
64
条
 
（
略
）
 

第
64
条
 
（
略
）
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改
正
案
 

現
 
行
 

（
授
業
の
方
法
等
の
準
用
）
 

 
（
授
業
の
方
法
等
の
準
用
）

 

第
65
条
 
授
業
の
方
法
、
単
位
の
計
算
方
法
、
各
授
業
科
目
の
授
業
期
間
、
単
位
の
授
与

及
び
成
績
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
第
36
条
、
第
37
条
、
第
38
条
、
第
40
条
及
び
第

45
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

第
65
条
 
授
業
の
方
法
、
単
位
の
計
算
方
法
、
各
授
業
科
目
の
授
業
期
間
、
単
位
の
授
与

及
び
成
績
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
第
3
6条

、
第
3
7条

、
第
38
条
、
第

4
0条

及
び
第
45
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
前
項
に
定
め
る
ほ
か
、
専
門
職
学
位
課
程
に
お
け
る
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
に
つ

い
て
は
、
第
41
条
第
１
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

（
他
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）
 

（
他
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）
 

第
66
条
 
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
場
合
は
、
他
の
大
学
院
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
学

生
が
当
該
他
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
を
、
教

授
会
の
意
見
を
聴
い
て
学
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
10
単
位
を
超
え
な
い
範
囲

で
、
本
学
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
 

第
66
条
 
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
場
合
は
、
他
の
大
学
院
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
学

生
が
当
該
他
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
を
、
教

授
会
の
意
見
を
聴
い
て
学
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
10
単
位
（
技
術
経
営
研
究
科

に
あ
っ
て
は
６
単
位
）
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
本
学
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履

修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
前
項
の
規
定
は
、
第
6
0条

の
規
定
に
よ
り
留
学
す
る
場
合
、
外
国
の
大
学
院
が
行
う

通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
、
外
国
の
大
学
院

の
教
育
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け

ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
の
当
該
教
育
課

程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
場
合
及
び
国
際
連
合
大
学
の
教

育
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
を
履
修
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
 

 
 

第
67
条
 
（
略
）
 

第
67
条
 
（
略
）
 

 
 

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）
 

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）
 

第
68
条
 
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
場
合
は
、
学
生
が
本
学
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に

大
学
院
（
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。
）
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得

し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
教
授
会
の
意
見

を
聴
い
て
学
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
本
学
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
本
学
大
学

院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

第
68
条
 
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
場
合
は
、
学
生
が
本
学
大
学
院
に
入
学
す
る
前
に

大
学
院
（
外
国
の
大
学
院
を
含
む
。
）
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得

し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
、
教
授
会
の
意
見

を
聴
い
て
学
長
が
適
当
と
認
め
た
と
き
に
、
本
学
大
学
院
に
入
学
し
た
後
の
本
学
大
学

院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
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改
正
案
 

現
 
行
 

２
 
前
項
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
本
学
大
学
院
に

お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
10
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す

る
。
 

２
 
前
項
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
、
本
学
大
学
院
に

お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
1
0単

位
（
技
術
経
営
研
究
科
に
あ

っ
て
は
６
単
位
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
 

第
69
条
 
（
略
）
 

第
69
条
 
（
略
）
 

（
削
除
）
 

（
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
）

 

第
69
条
の
２
 
（
削
除
）
 

第
69
条
の
２
 
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
大
学
院
に
２
年
以
上
在
学
し
、
別

に
定
め
る
所
定
の
授
業
科
目
を

4
2単

位
以
上
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

２
 
（
削
除
）
 

２
 
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
の
認
定
は
、
教
授
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
学
長
が
行
う
。
 

（
学
位
の
授
与
）
 

（
学
位
の
授
与
）
 

第
70
条
 
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
、
修
士
の
学
位
を
、
博
士
課
程
を
修
了
し
た
者

に
は
、
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。
 

第
70
条
 
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
、
修
士
の
学
位
を
、
博
士
課
程
を
修
了
し
た
者

に
は
、
博
士
の
学
位
を
、
専
門
職
学
位
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
修
士
（
専
門
職
）
の

学
位
を
授
与
す
る
。
 

２
 
（
略
）
 

２
 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
士
の
学
位
は
、
本
学
大
学
院
に
博
士
論
文
を
提
出

し
て
そ
の
審
査
に
合
格
し
、
か
つ
、
本
学
大
学
院
の
博
士
課
程
を
修
了
し
た
者
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
者
に
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
（
略
）
 

３
 
学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
 

第
71
条
～
第
84
条
 
（
略
）
 

第
71
条
～
第
84
条
 
（
略
）
 

 
 
附
 
則
（
令
和
２
年
 
月

 
日
学
則
第

 
号
）
 

１
 
こ
の
学
則
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
学
則
施
行
前
の
技
術
経
営
研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
シ
ス
テ
ム
安
全
専
攻
は
、

令
和
３
年
３
月
３
１
日
に
在
学
す
る
も
の
（
以
下
、
「
在
学
生
」
と
い
う
。
）
が
当
該

専
攻
に
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
、
存
続
す
る
も
の
と
し
、
在
学
生
に
つ
い
て
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改
正
案

現
行

は
、
改
正
前
の
第
３
条
、
第
４
条
、
第
９
条
の
２
、
第
1
3条

、
第
4
9
条
、
第
5
0
条
、
第

5
4
条
、
第
5
9条

、
第
6
2条

、
第
6
3
条
の
２
、
第
6
5
条
、
第
66
条
、
第
6
8条

、
第
6
9条

の

２
及
び
第
7
0条

の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
第
５
条
の
表
に
掲
げ
る
工
学
研
究
科
修
士
課
程
及
び
技
術
経
営
研
究
科
の
収
容
定
員

は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
３
年
度
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

工
学
研
究
科
修
士
課
程

年
度

専
攻
名

令
和
３
年
度

収
容
定
員

人

機
械
創
造
工
学
専
攻

1
9
2

電
気
電
子
情
報
工
学
専
攻

1
9
2

物
質
材
料
工
学
専
攻

1
0
0

環
境
社
会
基
盤
工
学
専
攻

1
2
0

生
物
機
能
工
学
専
攻

9
4

情
報
・
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

7
0

原
子
力
シ
ス
テ
ム
安
全
工
学
専
攻

4
0

シ
ス
テ
ム
安
全
工
学
専
攻

1
5

計
8
2
3

技
術
経
営
研
究
科

年
度

専
攻
名

令
和
３
年
度

収
容
定
員

人

シ
ス
テ
ム
安
全
専
攻

1
5

計
1
5
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○国立大学法人長岡技術科学大学教授会規則（案）

平成16年４月１日 

規則第６号 

（目的） 

第１条 この規則は、国立大学法人長岡技術科学大学学則第10条第２項の規定に基づき、

教授会について、必要な事項を定めることを目的とする。 

（構成） 

第２条 教授会は、学長、副学長、教授、准教授、専任の講師及び実務家教員をもって構

成する。ただし、第３条第１項第４号に掲げる事項を審議する場合は、学長、副学長、

教授及び実務家教授をもって構成する。 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるもの

とする。 

一 学生の入学、卒業及び課程の修了 

二 学位の授与 

三 教育課程の編成 

四 教員の教育研究業績の審査 

五 学生の懲戒に関する事項 

２ 教授会は、前項各号に規定するもののほか、学長、工学部長、工学研究科長（以下こ

の項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議

し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

３ 第１項第４号の審議結果は、研究院人事会議に報告するものとする。 

（会議の招集及び議長） 

第４条 教授会は、学長が招集し、その議長となる。 

２ 議長は、教授会を主宰する。 

３ 学長に支障があるときは、あらかじめ学長が指名する副学長が、その職務を代行す

る。 

４ 学長は構成員の３分の１以上の要請があったときは、教授会を招集しなければならな

い。 

（議事及び運営） 

第５条 教授会は、構成員の半数以上の出席がなければ議事を開くことができない。 

２ 出張、研修、派遣職員、休職及び停職中の者並びに労働安全衛生法第68条の規定によ

り勤務できない者は、前項の定足数の計算の外に置くものとする。 

３ 教授会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が

決する。ただし、第３条第１項第４号にあっては、出席した構成員の３分の２をもって

決する。 

（構成員以外の出席） 

第６条 議長が必要と認めるときは、教授会の議を経て構成員以外の者を出席させること

ができる。 

（代議員会） 

第７条 教授会は、その構成員のうちの一部をもって構成される代議員会を置く。 
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２ 代議員会は、第３条（第１項第２号を除く。）に掲げる事項について審議する。 

３ 教授会は、代議員会の議決をもって、教授会の議決とする。 

４ 代議員会に関する事項は、別に定める。 

（事務） 

第８条 教授会に関する事務は、総務部総務課において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、教授会の運営に関し必要な事項は、学長が別に定

める。この場合において、教授会は、学長の求めに応じ意見を述べることができる。 

附 則 

この規則は、平成16年４月１日から施行する。 

附 則（平成16年12月20日規則第75号） 

この規則は、平成16年12月20日から施行する。 

附 則（平成18年１月18日規則第13号） 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年２月14日規則第４号） 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年２月28日規則第10号） 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年９月８日規則第１号） 

１ この規則は、平成22年９月８日から施行する。 

２ 国立大学法人長岡技術科学大学教授会規則に関する申合せ（平成18年３月28日学長決

裁）は、廃止する。 

附 則（平成27年３月11日規則第５号） 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

 附 則（令和３年 月 日規則第 号） 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この規則施行前の技術経営研究科の教授会については、令和３年３月31日に在学する

者が当該研究科に在学しなくなる日までの間、存続するものとし、改正後の第２条及び

第３条の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 
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更新日： 2018年10月31日

　 本学は、 国連が定める「 持続可能な開発目標（ SDGs） 」 に関連する革新的な取り 組みの模範

となる大学として、 国連アカデミ ッ ク ・ インパクト （ UNAI） におけるSDGsのゴール9（ 産業と

技術革新の基盤を作ろう ） の世界ハブ大学に任命されました。

　 ハブ大学はSDGsの17のゴールそれぞれに世界で1校のみが選ばれるもので、 本学は日本を含

む東アジアから唯一の選出となり ます。

　 10月24日（ 水曜） 国連憲章発効73周年の国際連合デーを迎えるに当たり 、 国連本部がハブ大

学任命のプレスリ リ ースを行いました。

　 本学はSDGsに早く から取り 組んでおり 、 と り わけ実践的技術者教育に基づく 「 強靱（ レジリ

エント ） なインフラ構築、 包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノ ベーショ ンの推進」 に積

極的に取り 組んでまいり ました。 本年5月の「 技学SDGインスティ テュート （ GIGAKU SDG In

stitute） 」 プログラム設立等、 これまでの実績が認められ、 8月に国連本部から本学をハブ大学

に指名したいと要請があり 、 これを引き受けることと しました。

　 本学は全世界の大学を代表するハブ大学に選出された名誉と責任に基づき、 産業と技術革新の

基盤形成をはじめ、 持続可能な世界を実現するための取組を牽引してまいり ます。

SDG 1:貧困をなく そう -クリ スト ゥ ・ ジャヤンティ 大学（ インド ）

SDG 2:飢餓をゼロに-プレト リ ア大学（ 南アフリ カ）

SDG 3:すべての人に健康と福祉を -ニューギザ大学（ エジプト ）

SDG 4:質の高い教育をみんなに-ラプンタ大学（ アルゼンチン）

SDG 5:ジェ ンダー平等を実現しよう -アッ ファード 女子大学（ スーダン）

SDG 6:安全な水と ト イレを世界中に-マニト バ大学（ カナダ）

SDG 7:エネルギーをみんなにそしてクリ ーンに-国立カポディ スト リ アコス・ アテネ大学（ ギリ

シャ）

SDG 8:働きがいも経済成長も -バロチスタン工科大学（ パキスタン）

SDG 9:産業と技術革新の基盤をつく ろう -長岡技術科学大学（ 日本）

SDG 10:人や国の不平等をなく そう -ウエスタンシド ニー大学（ オースト ラリ ア）

SDG 11:住み続けられるまちづく り を -マド リ ード ・ カルロス3世大学（ スペイン）

SDG 12:つく る責任つかう 責任-ブエノ スアイレス大学（ アルゼンチン）

SDG 13:気候変動に具体的な対策を -チューリ ッ ヒ大学（ スイス）

SDG 14:海の豊かさを守ろう -ベルゲン大学（ ノ ルウェ ー）

SDG 15:陸の豊かさも守ろう -ザンジャーン大学（ イラン）

SDG 16:平和と公正をすべての人に-デ・ モント フォート 大学（ イギリ ス）

SDG 17:パート ナーシッ プで目標を達成しよう -アメ リ カン大学ド バイ校（ アラブ首長国連邦）

平成30年10月

HOME 新着情報 平成30年10月 国連アカデミ ッ ク・ インパクト のSDGsゴール9ハブ大学に任命されました。

文字サイズ 大 中 小

交通アクセス お問い合わせ English

国連アカデミ ッ ク ・ インパクト のSDGsゴール9ハブ大学に

任命されました。

国連アカデミ ッ ク ・ インパクト 　 SDGハブ大学（ UNAI Hub for
SDG） 一覧

国連アカデミ ッ ク ・ インパク

ト のSDGsゴール9ハブ大学に

任命されました。

国際会議 3rd STI-Gigaku 2
018を開催しました。

ホーチミ ン市工科大学とのツ

イニング・ プログラムに関す

る協定書を締結しました。

東学長がグアナファ ト 大学と

の学術交流15周年記念式典に

出席しました。

石橋隆幸 教授が日本磁気学会

新技術・ 新製品賞を受賞しま

した。

むつみ会主催「 外国人による

日本語スピーチコンテスト 」

が開催されました。

国際産学連携活動の報告なら

びに情報交換会を東京で開催

しました。

ユネスコチェ アキッ クオフミ

ーティ ングを開催しました。

第7回国際技学カンファレン

スin長岡（ The 7th Internat
ional GIGAKU Conference
in Nagaoka） が開催されま

した。

The 3rd Panel on GIGAKU
Education を開催しました。

第4回GTPアライアンスミ ー

ティ ングを開催しました。

（ 平成30年10月4日-5日）

本学初の国際経営協議会を開

催しました。

第9回社団法人メ キシコ日本

語教師会北部支部日本語弁論

大会で本学ツイニング・ プロ

グラムの学生が優勝しまし

た。

名誉博士記授与式を挙行しま

した。

長岡技術科学大学教育功労者

表彰を行いました。

受験生の方 高専の方 地域の方 企業の方 在学生の方 卒業生/校友会の方

大学案内 学部・ 大学院 センター 学生生活 教育 研究・ 技術開発 国際交流 入試 進路・ 就職

国連アカデミ ッ ク ・ インパク ト のSDGsゴール9ハブ大学に... https://www.nagaokaut.ac.jp/shincyaku/201810/181025.html
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　 2018年10月24日－国連アカデミ ッ ク ・ インパクト （ UNAI） は、 持続可能な開発目標（ SDG

s） に関連した革新的な取組の模範として選ばれたUNAIメ ンバーである、 SDGハブ大学を発表す

ることを喜ばし く 思います。 ハブ大学は3年間の再任可能な任期で任命されており 、 現在約140

の加盟国の1,300以上の大学で構成されているUNAIネッ ト ワークのベスト プラクティ スのため

のリ ソースとして貢献します。

UNAIは、 人権、 教育の機会、 持続可能性及び紛争解決の啓発と保護を含む、 国連の目標と義務

の実現を支援し貢献するために高等教育機関を国連と連携させるイニシアティ ブです。

　 本日、 国連憲章の発効73周年を迎えるにあたり 、 国連は、 1945年の国連創設以来、 人類の福

祉及び国連が追求してきた理想を実現する上で学術界が果たしてきた重要な役割を強調すること

が重要であると考えます。 大学は、 新しいアイディ ア、 発明、 解決策のインキュベーターとして

の役割を果たすとともに、 キャンパス、 コミ ュニティ 、 さ らにはそれらを超えてSDGsに関する

意識を高め、 教育し 、 情報提供を行っており 、 SDGsを達成するために極めて重要です。

　 「 学問と学生、 SDGsに取り 組む大学ほどこの組み合わせがより 効果的に、 本当に劇的に働く

場所は他にあり ません」 と UNAIのラム・ ダモダラン最高責任者は述べています。 また、 同氏は

「 世界の学術界は、 研究プロジェ クト 、 革新的なカリ キュラム、 キャンパス活動のいずれを問わ

ず、 国連の2030アジェ ンダを包括的、 持続的かつ価値のある方法で達成することができるよう

な実際的な方法を考案するために、 その創造性とエネルギーを結集してきました」 と指摘しまし

た。

　 UNAIのメ ンバーは2030アジェ ンダを推進する最前線に立っており 、 UNAI SDGハブの創設メ

ンバーに選ばれたのは、 持続可能な発展に向けて、 イノ ベーショ ンを起こし 、 ダイナミ ズムを持

ち、 そして将来の世代に対する持続可能性についての教育へのコミ ッ ト メ ント を示した大学で

す。 今後数週間のう ちに、 国連は各ハブ大学のプロフィ ールを作成し 、 各ハブ校における持続可

能な開発目標のための活動や研究に関する情報を提供する予定です。

10月24日付国連本部プレスリ リ ース（ 邦訳）

SDGs ゴール9ロゴマーク（ 左・ 中央） 及びアカデミ ッ ク ・ インパクト ハ

ブ大学ロゴマーク（ 右）

国連アカデミ ッ ク ・ インパクト 　 SDG9ハブ大学認定証

永澤　 茂 教授が日本機械学会

機械材料・ 材料加工部門一般

表彰（ 新技術開発部門） を受

賞しました。

第38回技大祭、 第20回国際

祭り に多数ご来場いただきあ

りがと う ございました。

世界最高水準のエリ ート を育

成する「 卓越大学院プログラ

ム」 に採択されました。

ホームカミ ングディ 2018を
開催しました。

平成30年度父母等懇談会を開

催しました。

山口隆司教授、 幡本将史特任

准教授、 渡利高大助教が日本

水環境学会年間優秀論文賞　

（ メ タウォーター賞） を受賞

しました。

国連アカデミ ッ ク ・ インパク ト のSDGsゴール9ハブ大学に... https://www.nagaokaut.ac.jp/shincyaku/201810/181025.html
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大学戦略課　 企画・ 広報室

〒940-2188　 新潟県長岡市上富岡町1603-1

電話： 0258-47-9209　 FAX： 0258-47-9010

お問い合わせ
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審査意見への対応を記載した書類（７月） 

（目次） 大学院工学研究科 システム安全工学専攻（修士課程） 

  １．「教育課程の編成の考え方及び特色」において、これまでの専門職学位課程との違

いを明確に説明すること。 

（教育課程等に関する意見）・・・２ 

  ２．博士学位を有しない実務家教員が１名いるが、この者が研究指導を行うことができ

るかどうか、理由とともに説明すること。 

（教育課程等に関する意見）・・・８ 

  ３．「付図１ システム安全の体系」に基づき教育課程を編成するとあるが、付図１に

記載する個別安全の各分野に該当する教育をどのように行うのか、説明すること。 

（教育課程等に関する意見）・・・９ 



2 

（教育課程等に関する意見） 工学研究科 システム安全工学専攻（修士課程） 

１．「教育課程の編成の考え方及び特色」において、これまでの専門職学位課程との違

いを明確に説明すること。 

（対応） 

 「①設置の趣旨及び必要性」の＜設置の必要性＞の欄においては、システム安全に係

る教育と研究に対する社会からの要請について企業ニーズを含めて説明し、本専攻が専

門職学位課程から修士課程へ移行することの必要性を追記いたしました。企業ニーズや

産業界からの声を裏付ける資料として、資料 11、12、13 を追加しております。この＜

設置の必要性＞を引用して、「④教育課程の編成の考え方及び特色」に＜専門職学位課

程との違い＞の欄を追加し、修士課程と専門職学位課程の違いを説明いたしました。具

体的には、これまでの専門職学位課程では、安全規格・法規およびマネジメントの知識

と運用能力、つまり実務能力を培ってきましたが、新たな修士課程では、これに加え

て、修士研究を通して論理的思考力及び想像力を涵養し、問題の発見から対応までの一

連の考察ができる研究能力を培うための教育課程としていることを追記いたしました。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（８～９ページ） 

新 旧 

①設置の趣旨及び必要性

＜設置の必要性＞ 

前述の通り、国際市場における競争力の

源泉が安全に係わる国際標準への対応で

あり、我が国発の国際規格を制定すること

が国際競争力の強化に直結する。それゆ

え、大学等も民間企業と連携し、国際標準

化の促進に協力することが求められてい

る。〔資料 4（前掲）〕 また、新たな技術に

対応するための論理的安全構築では、現

象の理解とメカニズムの解明が不可欠であ

り、本質を見抜くための深い洞察力が必要

である。つまり、独自規格の制定や新たな

技術への対応においては、諸課題を解決

する実務能力に加え、精深な学識、論理的

思考力及び創造力、つまり研究能力を有

①設置の趣旨及び必要性

＜設置の必要性＞ 

追加 



3 

する人材が必要である。これらの能力を有

する人材の養成が、我が国発展のための

喫緊の課題となっている。本学において、

この様な人材を養成するには、専門職学位

課程において培ってきた実務能力に加え

て、研究能力を培うことが不可欠と考える。

研究能力を培うには、修士研究を通しての

教育が効果的であり、研究能力も保証する

修士の学位の取得は、学生にとって有用

である。したがって、国際競争力の強化に

繋がる人材を養成するには、専門職学位

課程から修士課程へ移行する必要がある。 

技術革新が急速に進展する現代では、

技術の高度化や複雑化、事業活動の大規

模化、組織や企業の活動に対する社会的

諸要請の強まり等に伴い、安全に係る国際

規格の重要性が以前にも増して高まってい

る。削除 

特に機械や電気の分野においては、国際

市場からの要望に基づき、数多くの重要な

国際安全規格（例えば、ISO 12100、ISO 

13849、IEC 60204、IEC 61508、等）が制定

されている。国際標準であるシステム安全

を教授する本専攻では、特に機械や電気

の分野における安全を重要視している。機

械や電気の分野では、企業ニーズが研究

者数を大幅に上回っており〔資料 11（4頁

参照）〕、我が国の発展には、これらの分野

における安全のスペシャリストの確保が重

要となっている。また、安全の分野（資料 11

では、生産・安全・経営・社会の分野に含ま

れる。）においても、企業ニーズが研究者

技術革新が急速に進展する現代では、

技術の高度化や複雑化、事業活動の大規

模化、組織や企業の活動に対する社会的

諸要請の強まり等に伴い、システム安全の

重要性が以前にも増して高まっている。前

述の通り、新たな技術に対応した安全の研

究が求められており、研究能力を培うことが

大学等に要請されている。そして、本学に

おけるシステム安全に係る教育と研究が必

要とされている。 

追加 
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数を上回っており、システム安全を専門と

する人材の養成が社会から求められてい

る。 

これらの企業ニーズに加えて、システム

安全の知識を有した修士課程一般学生へ

の求人がシステム安全専攻に毎年複数社

から届いており、システム安全に対する産

業界からのニーズが高いことを示している。

また、外部評価委員会や教育課程連携協

議会において、企業関係者等の学外の委

員の方々から、(a)一般の学生に対しても、

安全に関する基礎教育を広げる努力を期

待する、(b) 安全の知識を持った修了生は

産業界で求められており、若手人材育成を

検討して欲しい、(c) イノベーションの構築

のためには、安全に関する研究は必要で

ある、などのご意見をいただいている。〔資

料 12、資料 13〕 システム安全を修士課程

一般学生にも教授して修了生を産業界に

輩出し、安全に関する研究を遂行してイノ

ベーションを構築することが、社会から幅広

く求められている。 

 我が国の更なる発展のためには、安全に

係る独自規格の制定や新たな技術に対応

した安全の研究が求められており、実務能

力に加えて研究能力を培うことが大学に要

請されている。本学は、我が国で唯一、国

際標準であるシステム安全を体系的に教

授し、それに係る研究を遂行している。シス

テム安全に係る教育と研究が必要とされて

いる現状において、実務能力と研究能力を

有する人材を養成すること、つまり専門職

学位課程から修士課程へ移行することが、

社会から必要とされている。 

 本学は、社会からの要請に応えるため

に、大学院技術経営研究科専門職学位課

追加 
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程システム安全専攻を廃止し、大学院工学

研究科修士課程システム安全工学専攻を

設置する。そして、システム安全の最先端

の知識と高い倫理観を持ち、安全の諸課

題や新しい技術に対応できる精深な学識、

論理的思考力及び創造力、つまり研究能

力を有し、これに加えて、安全の諸課題を

解決できる卓越した能力、つまり実務能力

を有する人材を養成する。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（11～12ページ） 

新 旧 

④教育課程の編成の考え方

＜教育課程の編成＞ 

・・・・・省略・・・・・ 

＜専門職学位課程との違い＞ 

前述の①の＜設置の必要性＞の通り、

安全に係る独自規格を制定し新技術に対

応するには、実務能力と研究能力が必要

であり、システム安全に関する教育と研究

が社会から求められている。また、修士課

程一般学生にもシステム安全を教授し修了

生として輩出することが産業界から要望さ

れており、イノベーションの構築に繋がるシ

ステム安全の研究が期待されている。 

本専攻では、システム安全に係る研究能

力と実務能力を修士研究や授業を通して

培い、これらの能力を有する人材を養成す

る。そして、研究能力も保証する修士の学

位を取得した修了生は、安全に係る研究

者や高度専門職業人として活躍する。 

これまでの専門職学位課程システム安

全専攻では、工学的知識や実務経験を有

④教育課程の編成の考え方

 追加 

・・・・・省略・・・・・ 

追加 

追加 
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する社会人に対し、安全規格・法規および

マネジメントの知識と運用能力、つまり実務

能力を身に付けさせ、国際的に通用するシ

ステム安全専門職を養成することを目的と

してきた。当時は、国際標準であるシステム

安全の考え方を産業界に広めることが最重

要課題であり、実務能力を培うために、専

門職学位課程において教育を実施するこ

とが妥当であった。現在は、急速な技術革

新の中で新たな技術に対応した安全の研

究が社会から求められており、研究能力を

培うことが大学に要請されている。諸課題

を解決する実務能力に加え、精深な学識、

論理的思考力及び創造力、つまり研究能

力を有する人材の養成も必要である。研究

能力を培うには、修士研究を通しての教育

が効果的であり、研究能力と実務能力を有

する人材を養成するには修士課程での教

育が適切である。 

上記の修士課程における教育課程の編

成において、安全規格・法規およびマネジ

メントの知識と運用能力、つまり実務能力を

身に付けさせることを目的とした専門職学

位課程におけるそれらとの違いは、以下の

通りである。 

修士課程における２年間に及ぶ研究を

通して、体系的に学修するシステム安全に

関する知識を深化させ、これからの新しい

技術にも対応できる精深な学識を得られる

ように教育する。さらに、一連の研究を実践

する過程から論理的思考力及び創造力を

も涵養する。これまでの専門職学位課程で

は、創造力等の涵養に適した学修は２年生

対象の実務演習Ａの中で演習として実施

するにとどまっており、研究能力を培うには

不十分であった。 
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修士研究を通して、イノベーティブな新

規技術の安全を開発できる能力、すなわち

問題の発見から対応までの一連の考察が

できる能力を有する人材を養成する。諸課

題を解決する実務能力を主に培ってきた

専門職学位課程とは異なり、実務解決型か

ら新規問題への対応能力を向上させるもの

である。この際、社会人学生には、現在の

専門的な知見を基盤に研究能力を涵養

し、一般学生には、工学基礎の上に、従来

法にとらわれない新規の発想で安全技術

を開発できる能力を涵養する。 

なお、本専攻では経営トップに意見し説

明でき、経営層になってからも安全の論理

的構築や新技術の開発に寄与できる人材

の養成を目指している。上記カリキュラムポ

リシーは、従前の専門職学位課程の科目

を更に深化させ、論理的思考力や想像力

を涵養する内容となっている。 

以上より、①で述べた新たな修士課程に

おける教育上の目的である「システム安全

の最先端の知識と高い倫理観を持ち、安

全の諸課題や新しい技術に対応できる精

深な学識、論理的思考力及び創造力、つ

まり研究能力を有し、これに加えて、安全の

諸課題を解決できる卓越した能力、つまり

実務能力を有する人材を養成すること」に

応える。この目的を達成するために、修士

課程では、専門職学位課程において主に

培ってきた実務能力に加えて、研究能力を

培うための教育課程としている。 
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（教育課程等に関する意見） 工学研究科 システム安全工学専攻（修士課程） 

２．博士学位を有しない実務家教員が１名いるが、この者が研究指導を行うことができ

るかどうか、理由とともに説明すること。 

（対応） 

  実務家教授及び准教授については、本専攻の授業は担当するが、研究指導を行う指導

担当教員には就かないものとすることを追記いたしました。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（14～15ページ） 

新 旧 

 上記の 11名の教員に加えて、4名の

実務家教授及び准教授（専攻ごとに置

くものとする教員の数に含めない）を

配置する。全員が専攻分野における 5

年以上の実務経験を有しており、3名の

教員が博士の学位を取得している。彼

らは、安全規格、安全設計、機能安

全、マネジメント、ヒューマンファク

タの各分野で十分な実績があり、かつ

高度の実務能力を有している。 

 実務家教授及び准教授は、本専攻の

授業を担当するが、研究指導を行う指

導担当教員（主指導教員、副指導教

員）には就かないものとする。なお、

研究成果を実装する際の実務的な問題

点については、彼らの高度な専門知識

や豊富な実務経験を活かして、指導担

当教員と共に助言を与え、研究の遂行

をサポートする。 

主な担当授業科目を記載した実務家教

授及び准教授のリストは、以下の通り

である。 

上記の 11名の教員に加えて、4名の

実務家教授及び准教授（専攻ごとに置

くものとする教員の数に含めない）を

配置する。全員が専攻分野における 5

年以上の実務経験を有しており、3名の

教員が博士の学位を取得している。彼

らは、安全規格、安全設計、機能安

全、マネジメント、ヒューマンファク

タの各分野で十分な実績があり、かつ

高度の実務能力を有している。 

追加 
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（教育課程等に関する意見） 工学研究科 システム安全工学専攻（修士課程） 

３．「付図１ システム安全の体系」に基づき教育課程を編成するとあるが、付図１に

記載する個別安全の各分野に該当する教育をどのように行うのか、説明すること。 

（対応） 

  個別安全の各分野については、安全原理と共通安全の科目群の学修を通して習得した

知識を応用展開するもので、学生の職務、必要性、関心に応じて、修士研究の中で教授

することを追記いたしました。この点を明確に示すために、「付図１ システム安全の

体系」の一部（個別安全に係る部分）を修正いたしました。また、修士研究の具体的な

事例を追記いたしました。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17～20ページ） 

新 旧 

 付図 1 システム安全の体系 

（図中の個別安全に係る部分を修正） 

付図 1 システム安全の体系 
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付表 教育課程表（令和 3年度入学

者適用） 

・・・・・表（省略）・・・・・ 

 なお、付図 1の最下層にある個別安

全の分野では、より上層にある科目群

の学修を通して習得した知識を学生が

応用展開する。④のカリキュラムポリ

シーの 1に述べた「自ら発掘するシス

テム安全に係わる課題に関する研究に

ついて指導」を通して、指導担当教員

の個別専門分野の知見も教授して学修

を展開させる教育を実施する。 

個別安全は、学生の職務、必要性、

関心により多岐にわたり千差万別であ

る。比較的共通性があり、ホットなト

ピックであるロボットの安全な使用

（機械の分野）、安全衛生マネジメント

による職場の安全衛生推進（労働の分

野）、医療現場における安全対策（医

療・福祉の分野）に関しては授業科目

を提供している。その他については、

学生の職務、必要性、関心に応じて、

修士研究の中で教授する。なお、その

基礎的、基盤的な知見は、付図 1の上

位二層の科目群（安全原理、共通安

全）で付与されており、これらの体系

的な学修を踏まえて修士研究を遂行す

るものとする。 

安全原理と共通安全の階層における

科目群が本専攻の主なカリキュラムで

あり、その応用展開範囲（分野）は多

岐にわたる。教育における事例を以下

に示す。 

・原子力の分野： この分野でリス

クアセスメントを研究する学生に

は、機能安全基礎論、安全システ

付表 教育課程表（令和 3年度入学

者適用） 

・・・・・表（省略）・・・・・ 

追加 
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ム構築論、情報セキュリティ特

論、ヒューマンファクタ、リスク

アセスメント特論で修得した知見

を基礎とした工学的な側面の考究

において、産業・環境技術政策論

で学んだ国際的な視野を加えて、

インフラとして受入れられる原子

力システムの研究に取り組ませる

教育を行う。 

・土木・建築の分野： この分野に

おける IoT技術を援用した安全管

理の向上を研究する学生には、職

務上有している IoT技術に、安全

論理学、機能安全基礎論、安全シ

ステム構築論で修得した安全シス

テムの構成原理を組み入れること

で、単に信頼性が高いだけではな

く、通信遮断時の対応も事前に検

討したシステムを検討させる教育

を行うことになる。 

・交通の分野： 船舶運航会社に勤

務する学生が、運航システムのリ

スクの抽出と改善に関する研究を

実施する際には、安全論理学で安

全状態の検知、伝達の基礎を学

び、ヒューマンファクタで運航従

事者の特性を理解した上で、安全

が確認されたことで次のステップ

を実行する運用システムを提案

し、その提案が、多くの人・組織

（部署）が共同して運航する船舶

への適用可能性を考察するように

指導する。 

・製品の分野： 製品審査機関に勤

務する者が認証基準の妥当性の評

価の研究を行う場合には、職務で
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得ている知識と安全認証・安全診

断特論で修得する知識、事故情報

分析特論で学ぶ事例・方法論を基

盤にして、検討させる。ケースス

タディーでは、基準のカバーする

範囲とリスクアセスメント特論を

基礎に行ったリスクアセスメント

結果を比較し、妥当性を評価させ

る。その際に製品の特性に合わせ

て収集する多くの情報を総合して

評価する能力を涵養する。 

・プラントの分野： 化学会社勤務

の学生の研究テーマが、「プラント

安全における計装系の性能向上の

安全への寄与の評価」であれば、

機能安全基礎論、リスクアセスメ

ント特論、電気安全設計論、安全

システム構築論、情報セキュリテ

ィ特論をコアに学修させ、安全計

装系を評価する研究に取り組ませ

る教育を行う。 

・食品の分野： この分野の安全の

研究を行う学生が、食品製造機械

において困難とされている「安全

性（労働災害防止上の構造要件）

と衛生性（食品の衛生を保つため

の構造用件）の両立について」研

究する際には、ハード面の産業シ

ステム安全設計特論、リスクアセ

スメント特論、作業者特性面を扱

うヒューマンファクタをコアに学

修させ、合わせてリスクマネジメ

ント特論の知見に基づいて社会的

インパクトを考察に入れた研究と

するように指導する。 
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